
寮 長 市 民 だ よ り 井657号

主要河川の 水 生生物調査結果
｢ て~"｢可てこ~:~･TF

両
胸
㈲
皿
⑳
礎
盤
虫
B
田
虫
妙

亀

-

6月
5日～川日
因

凪

J
L

_;-IA/･■4J
I

に
お

いてヒルが多くu
美

け

り

れ
JM
す
が
､
下
れ
FJ
は
そ
れ
に
加

■へ
サカマ
+ガイ､r
tスり
カと

t光は失われ､札たち
が
九
L

I.■■J.ハb
ト
r
■

.rE'
[

i.
..一

t
I

L
■
.

tI∴.1
.L
._

;'
■

;L,
･

の轟

川
と
そ
の
毒

川
で

'

化
γ
的
方
法
に
よ
る
水
甘
汝
A

t

毎
年
行

っ
て
い
JM
す
が

川
に
住

む
生
物
も
■
ペ
､
そ

の
分
布
な
ど

か
り
水
の
状
f
を
P
る
室

生
#

■
壬
を

l行
っ
て
い
ま
す
.

r
ムー.
"

監

H
I
JL
p
t
】1
-L.

(EFJ i･六

十三年
t

BE▲
)
を
も

いったたい
へんJbたない水LJ任

とに作成
しLJLf川の

朽
■
状
況

畠

の
比
中
が
多
-
な
り
i
す
.

Eaです.

暮

ヰ川
L
淡
七
で
は

住
宅
軸

性伊
州上れ

缶
で
は
ホ
タ
ル

からの豊作加水が放れこん

の幼虫
の上

す
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
､

て

-るためたいへ

ん汚い水に

と'タカ
γ
E)
ク
､
-
ピ
ケ
ク
と

毒

丁
る
イ
ト
-
,
,､ズ

ユ
Y<
リ
わ

いrた

JrI)<
い
な
水
に
托
む
生

が

多くE*
り
れ
t
す
.
し
か
し
､

ZE

物
が
多
く
生
息
し
て
い
暮
ナ
.
し

川の自薦浄化作用で､中淡y

か
し
､
洗
木
が
住
宅
jII

t
■
▲
ナ

に

なると'ヒルtI"I(ム
シ
と

る
あ
た
り
か
り
菜

に
ヒ
ル
'
･･

い

った中

和よの汚水に

旺心血

T(
▲
/
那
_
政
に
止

り
れ
N'
よ
う

の
生
息
納
金
が
多
く
hl
り
Jt
す
.

i
Jな
り
､
TL
汝
L.■
も
に
し
た
が
っ

し
か

し､仝収的に_たt.い水

で
イ
一
･
三
(

･t
･(
リ
カ
と
い
っ

に

任竃

か多

く見り九･Nす
｡

i
.た
い
へ
ん
き
た
hTl
い
水
に
作
と

清

流

を

取

り

戻すため甲

河
川
の
汚
t
の
主
な
点
凶

は､蓋のし窪
の

不
■
か

り
､

1
9
5
の
蓋

か

り
浄
化

処R!され完全にオ化さ
れ

･.は
い
抹
せ
つ
幼

丁
に
出
さ
れ
る
生
頑

3'耕
水

なのがLr川に九人
L
J
水
t
モ
恵

化

で
十
｡
私
た
ち
が
何
気
な
く
託
し

させる一
凶
にな
っていJNす.

て
い
も
併
用
折
み
の
天
ぶ
り
iE
や

推
保
川
を
仇

にとると'汚Jk

.

1
r
l

.ヽd
r
J
;.E
r
f

I.
I
F:=
JL
J=
IL
.!

与
■*
+

JJJ書
い
っ
つ
あ
る
の
fJす
｡
ま

た､
に
上
る
も

のがE>%以上も占也水

の 汚 れ の 程 度 を 知 る 指 標 と TJ:

古 生 物普れ

い 老 妻 る

○な水lこ任 ヒ口ラ
ウタ要事

む隻狗 鋸

よ 誌が

i
i・

M

限値
帽
川
土
中
ピ
「
機
金
鍾
.

2
2
i
Z〈
量

1

2
Z、
下

事

F
E船

長、，
Am
マ
争
ガ

4

A

ス
り

az

tEい
へ
ん
S
た
低
い
在
住

む

ea切
の
比
率
が
多
〈
は

0
・a
す
・

E
m
S
E
t
 

tの

i
i
i

?
る
た
め
た
い
へ
ん
荷
量
に

1イ
ト
ミ
ミ
ズ

j

i
i
J
i
 

i
;量

に
信
る
と
、
ヒ
ル
、
、
ズ
ゐ
シ
企

い

Z高
度

の

f
i

j
〈

;

・

し

か

し

、

高

官

eEい
水

j
i
-- て

い
ま
す
・

河
川
の
湾
鴻
会
感
切
や
す
る
殿
"
の

E
M
i
--車

"
明
和
志
士
ハ
毎
度
か
ら
十
倉
信
平
屋

書
事
晶
君
ur--を
響
、

'
格
治
事
は
昭
和
総
与
δ

月
例
制
日
現
在

m
M
e
7
%
写
凶
阜
均
M
m
%
v・
さ

勺
に
早
盛
事
館
審
貴
由
婦
問
%
槍
穫

を
量
に
量
に
努
め
て
い
奮
す
・

し
か
し

z
i
i

EEEt--の

i
i
i
iに

utzEか
り
の
生
活

E
2
2
3
3
2り

祖慣ら
し
て
泌
す
e
」
と
が
必
要
で
す
・

由
自
由
叩
⑫
命
盈
量
的
w
臼
盛
砂
品
。

5周"関現盆【・・1宅比鋼"

347.037人"・8人)

115，071(425) 

第'"号

1胴 mυ.，
?司州削

市震のう;;;'~ 

i
T
ど
も
の
ー
ト

。
川
辺
を
す
み
か
と

1
2

温

Z
E
Z
T
3
3

指
〈
佳
い
で
し

a
う・

を

も

と
に
作
践
し
た
担
問
川
の
荷
調
伏
拠

固
で
す
・

草

川

上

書

で

2
1

め

1
1
2
1
2

k
zヲ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
、
ト
ピ
ケ
ラ
L
C

い

zatz是
主

型
多
〈
生
息
L
て
い

5・
し

t;、一疏聖1i
本苦
2iMEii
住皇i
i

宅

2?泊里ei1
 

tた
2旬か
tり草が
ft
ル?、:v 

ズ
ム
シ
Mが伊.製黒数に
H見比いり
υ
れ，昼。よ
Aうフ

に

1u
買
矢
下
=
薩
に

s‘fむEに:し主企
sEがぜ勺

て
イ
邑
砂F
守

ιきミ~ミミ
4ズA

ユ
ヌ
Hリリ&カ刃とい

た
た
い
へ
ん
‘

e-ムたた
ω匂悩い
&ホ
尽
に
伶
む

t控楊微

男• 
人ロ

し
か
し
、

① 

リ

修士
m
牝
が
省
みi

tる
に
つ
れ

Z民
主

、

そ

ち

が

F

t
Z
2
2
8
 

2
4
J
E
h
 

市

で

は

草

川

草

川

忽

ど

の

1
2
1

化

Z
Zに
よ
る

i
t

uw徐
行
噌
て
い
ま
す
が
川
に
住

i
s
z分

E
ど

か
り
ホ
の
状
"
を
知
る
水
生
生
幽
朝

間

1
5
3・

撃
を
は
、
俳
榛
秋
篠
奮
起
の

=
諸
凶
川
で
年
四
回
行
っ
て
い
主
主

上
園
川

E
E点
で
の
調
査
飴
果

京
農
の
彼
割
は
?

2
5つ
ぎ
の
こ
と
に
?

っ
付
ま

L
a号
.

て
野
誕
〈
ず
や
貧
ぺ
カ
ス
ロ
、

ゴ
ミ
に
し
て
出
す
か
匁
め
て
土

に
も
と
し
ま
し

a
う
・

一
、
リ
ン
を
含
む
合
成
食
綱
を
使

わ
広
い
よ
う
に
し

e
a
Lょ
う
・

-

使

2
2主
品
M
台

所

長

古

育

雪

な

い

よ

う
に
し

a
L
a
A，.

i
l
l
-会

主
身
に
つ
け
て
定
期

2

主
2
L
;・

清
流
を
取
り
戻
す
な
め

ι

よだ

河
川
@
汚
濁

Z員
官

、

一
般
の
攻
盛
か
い
り
浄
化
処
理
さ
れ

i
I
i
f
z
 

で
す
・
恥
た
ち
が
何
気
U
J、
演
し

で
い
る

i
i
iや

り
ン
を
含
む
合
成
洗
剤
が
川
の
命

長

い

3
2の
で

す

そ

震市

) 

'* _ 0'阿圃<; ~"た..包.. 、<M!... .. 叫肘輔づ，， ~tt ....u・ので拍酬晒

..金 <U~~川、さ川辺，.，川叫

良奈

水の汚れの程度告知る指標となる生物

ホのよごれた下水薦屯どの有織

物が多い泥に鰐が勺ている。体形

U細長く "の色は赤いものが多
L 、

谷川から恩の川まで広〈生息す

るが、よごれた爆所にMいfよい.

体長は椴.-20・...のツメは i

本でカワゲラと区別できる。

よごれた河川lや下水調ーなどに住

む。体は伸縮自在で伸びた時に5
-"叫fio.免措に殴盤があの

苔の裏側忽どに多〈見われる.

剛>1や嗣山唱く州し

か依りよごれた*械はすむ.体長

1t1 c直前後で、体め色"灰褐色で

全体が透けている.

体形は餌長く，~くらいである。

体の色俗赤〈、つりエサ刷と Lて

「ァカムシjの名で知られている.

向川や湖沼にご〈ふつうにみ

りれ、かはりきれいは水め監に
すむ.ホタルの幼虫のまサと怒

る。

永のきれいは谷川lや小川lはどに

住んでいる.肉食の種頓が多〈 、
よ擁の植の低い抑制L、U
ころに種煩鍛"多い。

平成定年6月 l目

少Lよごれた水

@ 

O 
3 
.柑.1':.fJ:~ '本

ト
ピ

ケ
ラ
鰻

一

mav

イ
ト
ミ
ミ
ズ

ヒ
ラ
タ
カ
ゲ

ロ
ウ
一幼

a

ヒ
ル

ミ
ズ
ム
シ

カ
ワ
ニ
ナ

ーれい叡ホ

ーた.い本

安

義
春

7¥J

3 

'" 

よ
ご
れ
定
水
巳
住
む
生
鞠

き
れ
い
怠
水
に
住
む
生
咽



兼657号 ♯ ▲ 市 民 だ

ナ
だ
け
と
な
り
暮
し
t.'

I
F
t
t
n

r(JI"
JrtE

fI

r
_

九特.

∧

件
■
H
V
月
t
H
.
Z
rd

Oa!

E=
(t

laEEが〃
■
H
O
と
●

u
t

のrD)'
十
二
月

]十

六EC-'
S
呈
EBttr'

t
C
f
E=
>
▲
T

._E=
_
L
J

c

ZCL
･4';
lZlr;.

月
■
ロ
ー
た
は
火

■日
i
L
JC
た

ら

8t■く.)

∧
虻
用
手

tQ>≠ZEk可●t

tr/tEM
EZTの
十
L
EZ]

t
か
ら
t
Cl
t
fJ
e
t
LL+
し

込
ん
TJ
く
だ
さ
い
.

事且として､
丘状とt巾の

し､ltFgのt巾■札づくり

■tet_
■し･+Pと~C

J■CJrI]dJr

一rPT空し
t.rM
文化t
L
O

事且巾箸

○■lqとして､ソ4'■t

文化t再

■Lt.
rY全会tJtt暮文

化ti-■ぴ一Lt..

◆tt
･p次○‡
でき一L

l･■CL/
J

r]A_tFt人で

ナはヮしいbeJJ■ひ*■し

てください.

<t■士付Kt>六月二UI

三
+
8
.

;･萱等重責萱描写;推ZKしてくださいすぼらしいjE薬を

■･Jr●▲l
L.I
r

.川■Ir■･'lr･irI

■
■
I
J
I
TJlr
_
/
J
JL
J

_..･JI■_tTI__('

東

丑

犬

ケ

丘

l
T

n地区の

地

区

計

画
方
針

案
縦

毘

▲け■■■LP+J■■●ホ(▲′EIIII-1■ L:1Iは Lt PL ■■▲ ■●A I ll P-

dJII W ■■■P L■ I-lJl■ ■-■毛細 ■生け化t" - 1■文LtJIJI-tン,PO ■●4 tL■IT ■
)L4IJPlt●■■て● ■

t■1I空き =

::｢:J:■=: :::'l'lJttltLL亡

tL Pt■l●L ■1- ●I fl■■t●●■qtr* ■■tI ■ヽII r- ttltt r-+LPt-P●▲)JLJ ･rtLJLL■_J+t
ヽ-M Aケ■●-▲

t*gT LPKlt●-I▲l●■■■■■■■

小tlI

●ttE･･■lTteL ■■■■●
■■■■■■I I+t tn r-LI■■JiJ■ ･JJI IIltI

一■■事L▲▲ナィ

1■- ,Ju■t■■■l■

LM ■ 火JLI■■l･JLJJL)LJL

●t■ LJL4■lt ■lJL

I■■●■:::::;:I

蛮
t(℡

8

)
I
)

7,は白色
ir
C
方
へ
の
賀

が' が二穿
円をV･_i.人

l■■し
.

'2'JJ叩.'い

人).こ
の

44
ccd●●

一

丁Irrf■J●･一

但}事信元司f.5/1]伺よだf民市
s‘ 事!II! 657 IJ 

す00りと賀町ちついた，をたず皐いのu.丘醐公民館

市役所の22土曜日間庁

7
月
8
白
か
ら

l

i

t

z

で

お知ら惜しazLたとお
η
斎

atm

u十
H
か均価凶錨

-
筋肉土曜日

s

h

i

t

、

E
告

に筒漣探い業
務宇
施
後
U休
ゐ

eaぜ

ん

J
Z
E
s
t
T
U

主
f

r

z
・

間Ii'!;f.t 4閣"

轟
同

-aの
敬
語
Z
R
W
の単調

息
と
L
τ
市
内
で
十
九

-uの槍隊、公民-mJ建

盆奥島屋剛公民闘
i
MV主

4
八
日
伝
聞
?
し

た・g

u

i

i

 

i
t
!
 

0
・工
H
d

の候筋ヨン
クリ

土
一号

Z

M

i

s

s
-
K
E
-
-
z
 

!
1
1
 

・9
と竃句・いたたたずま
lh

2
4ぃ
1
・

一--hhumam-風、創刊廻旋回胃

烹、関・
膏湾
、
事
傍
省
が
-
m
-

r

s

J

E

F

2

 

人
2
3
1
2
蟻
金
雪

量
喜
朗

S
R
i

z
-
-
7
2
需
舶
な
ど
暢

F

f

i

・

品

A
S
i;が

習
で
い
主
主
E

E
に

一・
@
公
民
鎗
網
迎
蔵
川
崎
今
年

岬時a・1酬輔帥含c】

岬酬明

叫・・ 円 ← . . . . 即時け一
陣閥 岨 岨 ・ 嗣 ν山一人材・リー，.... . 1l4IHt..，~，-…a即けー
醐暢 .t，t;..・" ー JR*Q咽 酬輔

..側食事

柑鳩時価値開削.制帽:'1(;)

即日開 .~.. 'f~.) 

。。

寓

2
a

・f
・
m
w
i
 

.人緬..也" 一

。

度
隆
叡
す
る
寧
峨
東
公
民
館
を
残

E
2
2
t
た
・

'U
伺

m--拘

E

〈闘鎗時鴎
V
停
制九嶋
g
キ
夜

九時
・

〈
体

-
uV川
唾
日

開
M

民の健

n
E
s
n
・
2
2

ue@・
n》・

十
ニ
月
一十

六円
ι
‘.信事
-n
hn
・で
・

2

・1
4
B

E
E
-
E
宵
竃
目
、

a

E

5

4

5

 

る白"を降，、
.V

A

使周忌
ι

・8
V
使周
-
R
d可
申
楊

-
で
使
用
手
金
目
の
十
回
目

前
か
ら
a
n
s
a
に
T

t
?
Zぃ.

。

。

R 

a 
e 
a 
M

，
.，
e
f
 

z
t
て
伝
鍵
と
周
知
@

E
Z
e
Sし
ょ
2
市

Mm昨
彬
銅
山
疋

L
K『・・文化賞

γ
』

@
聖
固
と
し
て
J
t
r

F

i

i

s

-

i
i
i文

化
賞
品
u
tミ

ゐ
可
等
度

a--ae--で爽旭
i

む

干
の
で
E
草
町
緩
み
で

す
ぱ
2
L
い
も
の
を
ぜ
ひ
鰻
a
し

て〈Mにさい
・

八

E
付
期
!
?

=
↑!?日
・

〈
表
修
の
舗
舗
と
対
象
.
‘
.v

。
‘良市梅飾文化賞
・市民の

担問りとするよ
う
u.‘司

.市EM明白箇よMV屋般にa伺

ー
東
登
尭
ヶ
丘

今月 58-19同

ニ+
一世紀金量

凶
慢した衡
し
いe
ち

畏

7

2

z

t

肺
て
市
で
品
価
六

十一

t
i
i
t
 

L

た・

鏑制R・

S拘岨一輔軒俊

。
4・• 内

K
周辺の
・・
市
調
鳴
づ
〈
り
鐙
・
・
実
亀
隊
計
画
U
ど
に

に役立
。1

t

f

i

i

0
・

a

m

.

‘

a

L
ているも

文
化
賞
幅
内
「
l
ll

t
4
」
の
定
住
M
そ
の

空
Z
-

、r

賞

一

E

S

E

!
:

:
 

:
t
L

t

さ

寮

湘

一

。

U
、車両一一

宮
崎
且
回
収

一
度
い
ず
れ
色

わ
の
興
〈

a巾
ヌd

舗A
-

信号以内に乏成

主
・
2
5

て
し
む
車

一

し
たも
D

ー

し

ら

貴

則

一

吉.京自の

」
'
j
t
刷
-

八
除Mne--h伺
V

蘭
ぱ

U

一

i
;

;
 

償

問

曹

団

一

・1

i

;

E
E
-
-

↓

3
一
車
型
化
賞

もの
・
・

か

舎

ず

で

h

h

受

賞

i

E

高

高

a

L
た
も
の
i
z
と
の
F

i

f

t

i

-
-

i

I

2
・

丁
目
地
区
の

地
区
計
画
方
針
案
縦
覧

‘隊計画と川崎
、地区に住む

人住

s
i
a
-
-

3
〈
2
7
2
T
、
そ

の
区
舗
内
で
t
t
t
E
倒

j
ていくという、

い
E
E
&
E
t
L
2

3

;

E

2

2

2

 

i
s
f
て
い
る
J

品

a
敏
則
辺
・
・
計
圏
内の
--

で‘
「-m肘舗の抑併
」
を定

司

E

7
りにま
L

てい

-e・
s

f

i

z

 

一78
u
h
x
鰻緬嗣当局で適
5

2
聖
現
在
良
好
で
闘
号

i

i

z
てい3・

leaf-品

白
色
・
a
育
者
へ
の

-

E
領
制
度
飽
明
・

-

集

a施‘‘.
《雷⑮

一》

一E

E

i

s

a

-
の
!
っ1
4

品
・

1
・

t
i

?

?

た

め‘今
自『
‘隊計闘
のHaw』

《・きを作峰
L
aBL
た・

‘

i

t

i

n

 

-

-

いた
だ
:

した
が
高

Z
に
f
e
E

.

、

f
 

と
-
-六
月
-t三
g
《金
V

守・=-at向陽マ
と』
ろ
'

m
中
央公民舗
K
・・
・1
ル

令

EE竺
鋤町
》
マ対象
寸町船

予

ハ

t
Zの
E

鴎
の.，K吻
伶
で、・a虜
鋤

i
i
z
 

温rO:

術輔副.

僧欄酎 刷.け-

.，・制球← 製輔

輔副岨

.輔酬ー帽司馬 同諸問~.lIjfÏ

.~M.~ . ~...jfÏ…町

帥酬岨

公幽伽掴阻 西田・・ ・・，....同
酬の事町畑町シト~.;ttt・ "一

叫 同 一明 ua -.111山 J・A規則

問問一.町 四 .…ゐ守..
酬闘闘

岬甥4>"'15!
'・Mピー・-.

除S町・.
・t・篠崎 州. 野崎 7-. 
R道犠 i通E嶋 "'度h・側償制
~ I ....，.バ←ヲ闘・h団組岨
仏像瞬. . J:・.
醐岨醐幽
柵 岨 岨・・.醐醐山) • MIlfW 
M 岬帽刷'1"j叩 酬

八
幽氾・方隆
v
am---階
--a

mニ・え働剛
一γhq
曾⑩
一

二一て

enω.
‘m
追
随
厩

1

2

a

i

L
I
 

M
A-
ぃ.

八
週
婚

zV
』
巾
也
語
文
化
貧
遍

m謡

員
会

円安

Mmし人
》
で草島‘

〈書
下
E

E

Z
褒

主

Z
ぃ
5
・

3
!
;
 

民、

2g
E
t
a
-
-掴
t

め

:
t
v
!
t・

寺町にこの幽唱隊計爾方針

-
5
2
2
2
3
 

は、
六
月
十
九
日
重
で
に
盆
見
e

f

s

i

体

E

1

2

氏

名‘-舞金併記
し
た
a

t

i

a

E

 

需
で
1
1
5令

t

t
・ii

B
 

:。九
n

【

-mR嶋am-a同町綱寓

《必町授
区南開階、
-u

・

一-一
-
v

"，='i， 

7i議

。F計量ME--EH禍門を眉えた入

《

F
l
i
t

人
三

-SE
R
E
-

-

i

a

i

i

 

幡柵場血管昼布留する人
b

，包

で

i
・



平成元年6月 1El 奈 良 市 民 だ

-
舗
爾
ポ
ス
タ
l
a
-

-
ど
応
恵
三
子
育
以
上

-

i

閣

に

ち

は

ん

で

E

E
E
ι
呼
び
か
け
て
童
を

テ
ー
マ
に
し
た
傾
筒
、
ポ
ス
タ
ー
、

i

f

 

ez
し
た
-
A

U専

U
昨
年
金
六
白

f
上
回
る
三

千
百
六
十
九
点

も
の
作
品
が
嘗

込

z

b
れ
草
し

た
・

第'"号り

i竺~a~~l
よだ民

〔個鴨居
】

軍 5田
市民ふれあい軍創

.. 盛
で
つ
ぎ

の

一ー+先
人
の

作
品
が
優
禿

と
き
ま
η
ag

L
た
・
《
敏
惨

峨

草

品

位
V

〈
-
m
v
一
般
目
③
也
鱒
佐
卵
子

〈
畠
ノ

E

-

1

2

弘

美
ハ
詰
餐
町
v
、
上
岡
崎
町

i

i

i

 

ニ
《
刷
新
町
》
奥
中
鍵
代
子

《抑止
町
V
マ
中
学
生
u
①
小

E
史
《
2
6
v
E
川

種
子
《
平
線
東

一
年
V
石
原

剖
息
《
同
原

-
i

年
v
m
茎
安
岡
備

実
《
単
線
東
一
与
v
、
北
付
金
勿

椅

F
h同
)

〈
ポ
ス
タ
ー
v
低

2

4

U

憎
太
郎
長
鍵
台
三
き
命
寄

島
出
直
嵐
〔
飛
鳥

一
等
)
夜
間

m
欝
(
健
保
台
二
年
V
③
必
巴
細

雪

2
-豆
、

里

E

《
位

mw
-
年
v
、
高
船
俊
湾

ハ供同時白
一一
写
》
マ
中
予
専
園

①
侠
・
影
〔
園
局
児
三
事
V
⑧
佐

川
知
子
〔
佐
係
省
一一
年
〕
村

。
水
道
は

霊i阿

型

t

七

I月旦コ
百
〔
主
口
早
v
に
品開

i

.i
眼
里
の
「
言
"
哲
切
;
鑓
i
量

民
量
i
i

湿z雪勤型」とt量し片てて;i、4j当昔i
目
E陪

市
内
一
円で，'環欄岨繍咽.鍵突仕，を宣

i
に
8
F
て
各
1
種
里
の
喜
i
遅

動
聖M

富
E

E

2• 

市
民
ふ
れ
あ
い
週
聖
堂
億

で
隠
こ
の
実
民
活
動
へ
の
，
加
凶

体
I

L

E

I

-
-

原
則
と
L
て
U
す
捌
か
と
ら
鳩
婦
事
仕

2

8

τ

ふ

れ

あ

い
a

を

司F成元年6月 1日間

債
な
の
暮
τ
』
ワ
し
の
水
草
地

-O崎
佐
和
子
さ
ん

E 

z
i
 

上
家
緒
チ
A

朱
道
図
鑑
写
V

⑤
福

岡
奈
型
ハ
演
奏
周
年
v
、
山

口
他府零
A

平
峰
三
年
v
、
宮
下

正
志
《
悶
)
マ
商
学
専
H
③
寺

島
$
別
予
《
飛
鳥
文
年
)
⑨
底
下

屋
関
駅
(
佐
保
六
年
)
、
小
鑑
真

由
チ
《
寵
峰
酬
λ
年
〕
③
後
図

成
文
〔
飛
鳥
五
年
て
や
山
弘

子
ハ
横
領
K
M
砂
て
岡
本
叡
也

公
一ハ
条
五
年
】
マ
ゆ
掌
生
岨・
①

場

小
潮
可
奈

Z
雪
辱
)

小
島
一
皐
A

同

一年
て
鱗
天
多

賀
，
丈
同
)
③
岡
本
命
相
(
同
V

M信本

一郎

宙

空

軍

〈
-
，
v
③
山
中
理
絵
《
前
奨
六

年
》
②
安
原
.
チ
(
窟
雌
北
六

信
丘
、
小
山

ae子
会
ハ
像
画
主

⑧
鈴
木
場
世
，
+
二
神
身
ハ
年
v
、

2
自
発
言
E

v
、
m

i
-
-
f
 

。
ス
ポ
ー
ツ
の

復
-

膨
さ
ん

あ
と
で
依
む
ホ
感
謝

d
E
滋
J

小
刻
隆
史
く
ん

布
目
ダ
ム
の

工
事
も
順
調

E畠
週

間

t

i

T
さ
ん
の
ポ
ス
タ
ー
や
電

子
ど
も
の
限
大
人
の
里
品

ま

E

F

t

z

大

切

さ
が
う
ez
〈
茨
現
さ
れ
て
い
る

の
に
は
買
事
室
す
・

実
践
活
動
参
加
団
体
を
募
集

深

め

よ

Z

I

R

E

F

T
プ
間
体
で

E
Uニ
百

i

i

S

2

 

1

2

し

た

4

E

φ

l
タ

ル
近
所
の
E
L
-
-
z

u
c
E
ゐ
包
悶
停
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
E

こ
の
臼
は
、
市
民
み
ん
訟
が

喜
の
も
と
4
2
ぃ
高
め

主
ら
さ
わ
や
か
は
Z
捷
し
蜜

し
aaヲ
・

苦

し
よ
う
と
い
ろ
E
2

1

5

t

f

z

 

名
、
代
表
容
の
住
所
氏
名
電

話
高
時
、
当
百
の
扇
動
内

g
A清

里

1

i

z

z

E

E

、
君

主

、

草

場

所
、
自
主
い
て
六
4
2

で
に
市
広
組
公
.
関
内
開
週
借

権
通
広
侮
《
平
醐
、

一語
大
路
剛

一
丁目、

包
@
二
一
一
二
吻

し

込

ん

で

h

t

P

2

t
T
g
・

ー

木
簡
ピ
途
妖
丈
-e

1
1
1
 

2所
a

z

-

-

瞳

;

、

2

3

a

研
究
所
M
m
行
つ
企
画
究
組
調
査
で

‘. 

i!
に

Eの

iiか
tり

ま

t:
し

i九;;ぞき:一ζ

」が品8品骨の
E

長凶胤鳳玉の邸準軸勝静で盆あm
る
ζ
と
Mが伊

わ
か
今
z
E
た
さ
t
-
こ
い
と
S
は
E
1
も

ご
Eの?一ζ:LLと主でfしta;う2• 

木
簡
が
ヨ
』
れ
陪
ど
の
益
岡
を
集

め
た
ζ
L
C
は
今
重
で
伝
か
ヲ
た

の
で
U
U
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

i

i

f

t

の

自

i

i

z

i

z

i

z

i

 

査
で
ほ
五
+
八
点
の
木
闘
が
見

つ
か
り
怠
し
Arz

防
隊
も
法
酋
・
吟
町
の
左
京
三-

舎

一一
章
一

T
占
2

2

5
 

8

3

2

i

干

-!

?

 

i

z

z

i

主

聖

書

E

車
問
ホ
Z
E
E
さ
ん
に

i

i

i

取

の

草

に

E

z

-

-

2

2

t

t

で

人

口

必
着
し
ζ
れ
に
せ
て
ま

i
え
て
い
ま
す
・

4

i

i

口

?

で

、

1

2

1

E

i

 

T
し
て

自

f

の

E

告
知
ダ
ム
へ
の
荷
主

聖
ど
を
型
て
い
1・

2

5

2

p

 

t
z
i
 

p
ム
喜
ヱ
事
に
か
か

り

今

Z
T七
十
二

5

2

E

2

重

量
あ
が
り
、
平
成
t
一一隼

5

に

向

か

う

で

E

i

a

t

-

-

こ
の
グ
ム
が
円
完
成
す
れ

ば
、
市
2
2
2
8

川、

保
管
水
湯
、
櫓
下
本

i
わ
せ
て
R
+
二
万

人

の

i

i

で

き
る
よ
う
に
征
り
重
す
・

能

p

i

s

t

e

M
伊
多
い
の
で
す
が
告
か
に
は
返

t
;
2
・・'

江
関
講
生
母
必
佐
.. 
《
現
住
の
謹

賀
県
有
企
園
町
日
野
町
)
か
ら
初
予
場

宮
遷
ば
れ
で
望
号
骨
u

不
明
V
に
付
け
ら
れ
危
街
札
。

-
h
e
 

「

!

と

い

8

E

s

i

t

z

-

i

i

i

f

い

う
法
械
に
事
、
書
と
同
じ
よ

Z

E

E

J

書

さ

れ

て

い
審
L
た
・
し
た
が
ラ
て
役
人
た

ち
ほ
多
〈
の
E
再
J
い
念

L

E

E

-

R
鍍

5

2

L
Z
も
利
則
し
た
の
で
す
・

I
Af
 

nu 

し
同

と
者

-

V
規制
ρ

f

u

-

-

た

か

ら

と

い
う
だ
げ
で
匂
く
本
は
ζ
わ
れ

に
〈
い
し
、
一
度
使
勺
て
も
ネ
周

i
p
?日

で

1

2

2

2

2

勺

た
か
り
で
す
・

1

8

3

1

k

 

i

i

s

e

 

f
T哲
5

2

と

な

z
i
-

-

f

f

i

に

刷
用

E企
厳

が

き

1

1
で
腐
り
ず
に
経
る
わ
げ
で
す
・

21
 

f

t

文

;

ん

で

い

ま

す

i

i

z

f

l

a

t

i

-

-

"
 

し

て

い

4

2

2

9

生
し
た
人
身
・
敏
U
五
百
三

角

E
E
-
-
%

E
Z
E
に
め
り
ま
す
・

ゐ
忽
中
で
♂

ず
歓

z 
~ 

章
吾
、

近
多
〈
信

歩
行
者
の
無

g
u

て

喜

十
人

T

人
必
，
.
m
稼
繍
断
ι

・

ζ
a
z
m
に
討
し
で

;

E

E

暑

で

ほ

、

依

願

望

u

i

i

l

v

に
H

2

1

曜

に

ド

ラ
イ

バ
ー
、

i
n
-
-

鰍
か
ら
草
す
る
よ
ろ
呼
び
か
"

て
い
ま
す
・

理
ハ
土
撃
に
八
き
せ

た

E

z

s

i

E
V
ど
と
い
う
文
字
の
見

え
る
童
文
豊
三
自
f
寵

し

た

あ

t
吉
に
署

名

や

4

2

い
他
記
号

E

t

i

-

-

り

eze'
 

文

E
T
-
-
4
3役

人
た
包
M
V寝
袋
m
J
住
み
、
公
的
‘

T
多
〈
そ
た
手
車
E

こ

の

よ

う

u

j

〈

見

つ
か
り
ま
す
・
こ
れ
ら
U
後
の
崎

2
Z
加
わ
り
ず
品
脅
か

れ
た
重
重
の
獲
を
示
サ
ナ
マ
E

の
資
制
"
で
す
の
で
、
そ
の
遺
跡
の

Z
主
え
る
う
え
で
ま
手

が
か
り
と
む
る
の
で
す
・



ど氏市i事

｡

雨

の

,r1

.1

日一

線
の
維
持

管
理
へ

市
民
の
耕
樋
姿
勢
は
後退

事血州
-1■血
公■
tIと*
の
◇_
C_tt
t
へのt力
t)

瑚'
に▲･I_れていもJ)のの､
一
丁.市t
iL<d故事く
○公

'
.Tq
r
L■
▲C■一
丁
■
▼■■
I一I
u■T
CIr_

は人切なは
のすEメ失
われて

■々■
T4*とし
で.言
こ

l
てい1十.

h
A'
○_珪
tr
iL住民
iLと

これ
に対し
市

ではrttf
のよう
tPd力生井〆

Ft
さ<

すわづく
りにdEけ
てdt_や企

ているかi

Lついて市

長の▲_

t
ハId
JF.-･/hT
トー'
-I
rT▲～-
i..

が､
これ
り公E
や書drなど
Q

tも事か
ったCは
｢■用が

､J'_A
C'
<_tr_
r_
44
.で●▲
一▼■
-
,■T

に対ナ
N'ホ民
の事加t_･UJ
ある｣とナ
童

の五
･

年乱
き
りにど
のような崇
の
E4%
で
し
た.
こ
れ
u7gし.

世
をT
やし
たいか
の二丘
に
つ
｢覇
mr<もむ･垂

で行
,

い
てX
ぺてみ暮した.

Tも
▲
いし
少
は
･5
%.r'

▲
い)〟_
･l%T,.
こ〇二

つCJI乃モ
モ◆
わ■てF)･I

ヽ
TT_.
こ<u●tP
Ju

OA
L-<
灯
qtJ
t上りで丁.

一方
FJT
r量

などfJれ▲

▼<'r
r■T
JI,t.t■■

Tot.ろ'｣
と▼･OEtJZ九t
が

FT
.I
_F
'lL..

こ∩･,
_

.J<_u■■
■_

■
.LlE
い-LL._.●○■

q
re一寸
YてI
TYIL.)

とeJ存t
吐糾
･7%
7,.0

■
▲C;
/-I
_◆
J
IC
L

M
t
J.
■
L
rT
J
■J
.,て

も墓

F,
)
(;
･NJE)

■I･1
IヽErC一〇6

栂tF,
)の日わ且t
(ム･

･･%V
i-し
ても与
ユヽ
方#

書し､こ

J

=,tをJ合
し
て市民

のJn
吐*
暮
1ていると
い

▲

暮.)▲･El'

■C_J
F
F･U..II●JZ

■

'_
■
■
■
I心
-ヽ
J

ヨ
ー寺

､L.I.'J

で

それぞれtも事
くな
一てい

--.拝
を
ふ
や
す
に
吐

○
●
書
▲B
T
力
lllは

つ
r
iI.

■{C'__▼▼L'一.LrJ･

入れて吐しい.),UZ21iLと4.

7
8一した.
,JC葺
け昌

〆F'
てT､*
tJPO▼ため

cF_
･JLで
り.r_
_
_
J

とI
Cf_I
_rJ
L7

･'IZと
ー
▼タ
で､
ついて
r公

r中正■
○■
tt
〇十)
別

一%trJEH
や▲
dF'
t
Fye

■t■
やす)
柑
･TJE.
r山

__
_C'+I
_L,_
I+

kと書
いてい暮す'

■
tt
.LEI_
･J/_J:Cr

J
'_
__
J√ll_
...JJ

やtl'JfENtJ)のが事
く､

■tJLL･ut■
■■t_I

L･._r
I=二
､-■
C'.-

*'するも
のが事
くi11てい

▲す.

息
づ
く
新
生
都
市
へ
の
期
待

調
和
の
あ
る
暮
ら
し
易
い
ま
ち
を

し,

隅

声
‥

事
且tY,は､二
十一世ヒtか｣
(三
つ■
31)
と

■
甘
した点
力
あ
も
.■
柄
-1
に対
して'
-
フナ
に･

■.
七六一■十･dt.め'JEL:■
たQは
rtち凍みが▲

■
･王
{_
'■iL_..N
&
L,l
Jii山･-J
L:

■んT,J3り､市の蓋■の
･?｣
が川

IrJ'-
_I

trFt1･･tLJ-･･一

刀
-E;書J'-

S
Y

で<S
E)

N'jが
I

の中
TJ･J).市警

Egeilつ
上
の

安4･

いてはt知よ､
ZC心よとJ
=

_
い

一い▲9

tこT
､今日のtL'Ir一でてい暮
す.

初
めて
rtt
発
にF伸すも
こ

｢tAA止

と｣｢t
EAtTJ■暮す
五二)とし
は女輔
に､

工 :∴ 'l:.I.{f::.:･;.いt>Et

具現真垂 製革轟三

…
霊

…

珊

㌫

憲

…

-

1

_

)

1
.I_
I
II

.
･J

-J

帥

抑

…

桝

叫
㌫

;
憲

;
･ー棚

一

t

S

旺

セ

･J

u

い
な

す
人

_

_

..

●

●
o

ZS

lJ
て

'
_

_

rS

=

rrJ

"

帆

に

.
川

‖
肘

S

+

ナ

Il

…
-

･"

7

④ 事JL7FのみとLJ
JLjIl▼LI小一!AILJIC▲～れ

右守り書でもr=J)にt刈上丘OB
りI'ttTtr.モ■こP.iJ)
みどりのJL拍T■について､ゐ
6た11との▲与におJllJLなり
Iナ>-い つit択)

1t用Ubケ1てbナーくて巾d
T■■-.lT▲■ lヽヽ

2El稚l台などL=糾 してJifLrl
rHLt...I.い■.lI_■t､1
姓で7･G=tことLl可■だとJL
l I)■

)- ■▲▲tH.ILdlRP■L.
*hlLとのElftltl3ホ●
fLとで行ってbよいJ:JLt

lll
I■抄 lなくてbLqウや■ノL
JllGLIl■t'こ～t'+0■l
仝などで行つてbJlいとJrt

lll

ShとりOtげBtL=▲ウCEJ
■lIL4tl(rl tl■fIT

▲うL=ナペ●だとtJ)59
■わ▲っない 71

I▼lヽ- ●■
■こr:L'iL J■

lt loo1

0市l勺の4どりゃqrやナJ=めに.

II仁力+人ATtしいとt･〉b
のtlどれでナ●･.(LつJlO
l捕■などJtのJieりLltヽ
2仝■･f･¢ニ■の4とり 211
3河川や*tなど細 の4とり

107

1山や■叶のAと0 80

5見事の■や生書Qとの4どウ

どり 52
7tの■ L7
JこたえILい 42

什 LOO0

8 +■TOIIIll
C■∧■r) TヽLJt Lヽ)It■1-

1めL?hていtナbr､7IIM托t
行うことでもtLたhlJqけさrLe
ことは何ですbl.(9つJ如)
l■fLf▲I一●rJ L■.I

;ilヽ

2土tの11幼和Fuが(ih"9れる
L62

3公tdfLとオーナノスペ-3thf

+(淡さltも L12

1llT h▲t■lFI ▼

て′■文■ れIンIL2bつい 化 くどrrのr JLにい S ITZLllldlrタ TAtのk ◇ +

， .. 平成元保6月， B りよだ民市良楽1f1657号

⑨ 

置

U
注

--M《

6

1

%
》

脇
カ
凶
軍
隊
耐
毎
櫓
舗
内
m
g
%】

で
そ
れ
ぞ
れ
昼
草
色
多
〈
信
'
て
い

雀す
・

息
ブ
ぐ
新
生
都
市
へ
の
期
待

調
和
の
あ
る
暮
ら
し
易
い
ま
ち
を

?
で
i

f

a
い
』
M
V
ω
・
8
%
て
こ
の
ニ

つ
の
眼
力
綱
m
e
A
n
わ
ぬ
官
て
勾
S

%
で
E
、
ζ
れ
は
俄
S
E

t

s

ぬ

f

i

-

-

E

J

E

E

-

-

i

z

i

S

L

i

t

d

z

 

j
j
p
i
I
;
 

る
M
る
う
』
&
す
る
H
相

厄

篠

“

伊

良

e

喪

蔵

王

門

人

'

同

駅

刷

辺

・

区

;

t

f

t

i

l

T

 

i

i

i

J

t

i

l

e

-

u

i

i

 

事
ず
市
内
民
め
る
R
a
，
〈
@
公
鹿
に
も
行
い
a
し
た
が
、
そ
の
嶋
岡
知
伏
U
A
『
市
民
ぽ
よ
⑮
』
F
a

-
-
偏
煽
幽
の
u
-
u
m
M
院
の
R
-
u
『
m
M
V
す
ぺ
て
嘗
綱
す
ぺ
-
e
u
R
』
R
E
岡
崎
前
，
.
S
副
で
E
R
暢
》

i

l

i

a

-

i

1

2

7

%

で

今

z

z

j

E

れ
b
u
'
@
健
縄
値
胃
圃
嘱
に
住
民
h
h
ど
闘
よ
り
U

』
%
も
少

包

い

の

が

い

て

低

周

知

度

、

踊

心

底

と

も

鰻

の
よ
今
思
臨
力
襲
.
，
M
F
m
・
-
さ
れ
目
立
色
、
a
率
化
『
禍
助
M
F
伝
〈
て
も
高
い
制
圃
震
が
で
て
い
草
す
・

ー

か

に

つ

い

i

i

i

金

:

2

8

;

g

i

4

e
a
ペ
て
る
a
し

た

・

a

S

3

4

%

漏

り

「

臼

檎

金

め

旬

。

て

「

再

開

祷

広

岡

仰

す

る

こ

・
も
多
ゐ
弔
た
の
U
「
費
用
が
綱
舗
で
』
の
日
制
U結

A

m

L

C

L

「

再

開

売

で

冒

寧

す

る

ζ

と

」

Z

J

S

i

ォ

ペ

3

7

7

2

6

3

%

高

z

t

i

s

-

j
の

お

そ

と

t

s

i

l

k

-

-

息
苦

ιミ
ζ

i

k

e

i

-

-

t

;

・

!

i

z

i

-

-

i

i

E

 

-

2

2

5

%

『綱

i

"

で

q

i

l

i

-

-

;
i
'
i
i
i
i
'
i
s
1
1
1
6
1
1
1
'
il

i
-
-
4
i
ll
e
-
-
i
'
i
i
g
-
-
i
i
'
i
'
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
4
 

る

錨

硲

れ

れ

る

%

色

色

園

野

霞

有

る

舗

s

e

a

創

%

弱

7
u
e
o
O
s
a
g
e
-
M
リ
わ
e
・
g
-
z
a
e
Z
2
L
E
s
e
-
2
胸

T
す
5
6
S
4
9
ゆ
寅
れ
も
3
2
7
'
5
5
3
4
2
2
2
6
5
2
・
9
1

"
に
阿
る
9
3
0
2
れ
舗
舎
は
恩
に
時
た
瑚
た
凶
e
n
い
U
の
m
a
・

t
・
0
0
l
n
創
発
色
"
で
凶
凶
ω
，
，
，
-
6
5
5
4
4
1
0
1
l
n
M
W

プ

れ

2

I

R

L

と

乞

れ

L

時

Z

樹

園

陛

g

ー

で

E

A

7

一

，

H

H

I

--
，

さ

奮

闘

・

・

館

内

J

a

と

験

偏

る

い

w

a

・

判

t

E

・

・

渇

企

〈

一

，

Y

答

す

ア

嗣

る

園

周

・

a

胃

船

い

の

反

の

す

温

突

の

w

z

-

・

閣

d

k

い

タ

シ

必

電

一

川

岨

・

・

ゾ

噌

ね

副

て

の

に

U

劃

す

加

を

噌

H

h

H

上

園

す

'

T

働

て

.

何

ら

y

a

t

-

-

，

4

・

町山て

A
W
B
L
色
"
と
A
v
a
v
-
6
比
e

t

う

h

R

以

る

に

鐘

閣

し

の

山

か

・

b

電

磁

慮

4

e

y

j

S

7

M

a

a
'
鑑
風
俗
い
S
鋪
別
室
、
、
s
L
企
す
怠
ず
の
よ
刊
さ
る
よ
分
利
い
い
S
M
m
市
歳
中
い
化
‘
‘
"
'
・
7
e
浴
場
し
い
S
ω
m

い

イ

・

・

U

・

K
-置
で
い
《
続
編
舎
の
e
u
い
観
庄
司
ず
に
L
T
め
U
U
微
に
a
・
の
a
文
岨
明
ヲ
a
円
ピ
品
縦
鳳
〈
俗
信
般
に

併
の
の
M
・
え
苔
〉
今
上
u
・
s
・
り
a
り
堵
仰
ゅ
の
の
剛
化
e
・
胞
も
え
否
、
J
・
・
a
r
-
-
皐
一
級
制
白
昼
情
念
ル
所
他
に
え
お
〉

一一H幽
師
向
山
田
人
M
川
叫
H
M
剛
引
臥
引
刷
H
州

4
叫
醐
畑
蹴
刊
帥
比
園
入
・
H
h
別
刷
畑
M
岨
帥
h
引
醐
醐
m
H
剛

H
U
日

1
人

5

.

，

 
.
.
 0

針

で

τ
ぱ

a
a
l
2
3
・
8
8
7
8
9
0
1
肘
今
e
'
'
a
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
・
5
肘

-

A

V

-

-

0

1

1

1

l

I

l

 

緑
を
か
や
す
に
M
M

i

i

E

、

自

の

:

i

E

Z

入
れ
て
U
L
い
-
E
U
2
2

す
ね
草
し
た
・
4
の
-
a
H
今
a

z

i

i

:

 

の

E

t

E

面
慣
習

ど
事
喝
の
姐
帽
を
掴
唱
。
す
」
M
F
a

5
%
と
h
F
，
プ
で
、
つ
い
で
『
公

闘
争
広
渇
e
M
・
t

宮崎avす
』
別

‘%、

『何川
2

2

z

e

-
-
z
L
-
A
E
 

AV雌
u
e
織
を
凶
唱
。
す
」
・
0

%
長
い
て
い
t
.

男
女
別
に
見
る
と
、
女
性
の
方

に
「
富
翌
五
障
L
「
公
園

i

f

z

f

 

-B明
別
で
伺
島

z.
，e

百
億
芸
同
組
援

で
「
衡
筒
幽
司
は
ど
道
路
の
健
L
を

f

t

e

Z

〈

:

い

をす
・

緑
の
維
持
管
理
へ

か
』
《
三
つ
温
幽
侭
》
と
い
う
陵
間

品
し
て
;
'
Z
存
2

2

2

1

a

Z

E

E

 

-
』
Z
・
8
%
で
J
い
で

『

6
1
I
Z

E-」
が
M
開
2
%
『
公
団
信
ど

ム

z
l
プ
シ
友
ペ
ー
ス
M
V
薗
咽
御
さ
れ

る
h
M
V
M
2
%
、
叫
L
r
『
断
裂

上旬事
E
宇』
E
ちが

い

t
i
l
-
-

1

5

5

%

i

い

て
い
草
す
・

E

f

t

r

E

る

L

U
女
慢
に
、
ア
ヱ
岨
曜
の
有
効
利
川
」

u

f

i

z

-

-
奪

た
性
告
別
に
み
る
と
E

主
z

i

-

-

」

M
男

女
t
m
q
「
ハ
a
U
5
1

7
2
1
x
a
E
U
男
性
調

市
民
の
積
極
姿
勢
は
後
退

z

w

t

A

8

6

 

2
に
a
g
れ
て
い
&
品
の

ω
ゃ
・
一
零
亀
岡
凪
売
が
温
み
a
m
骨
凶
唱
で

-

8

5

2

れ

て

・
て
い
・
す
・

こ
れ
に
対
し
富
市
で
u
-
e残

高
7

2

P

て
E

Z

闘
の
E
z
e
入
れ
て
い
ー

が

こ

E

8

1

2

公
共
‘
磁
の
障
の
健
持
・
・
方
a
R

i

g

i

と

、

今
後
E
に
z
f
u
z
e

緑
色
相
A
V
L
た
い
ゅ
の
一

一息
につ

い
て
・
2
ー
し
た
・

:墾担追主義議議会

@事良市のみどり
。公園φ衡.の公然‘aoみどり

を守勿帽で'"めにU肱昆..
カ叫1f-eo..OI.<1奇麗これ同

みどの・'.拘膏.についてあ
IJ t: lt .!! I!) J;.ヨ民俗..伝"

ますか.(1つ温侠〉

1酬がかか.<b判明が

..  すべ，で~ð 35.8'‘ 
2帥帥'"柵印刷"

れ""惨"いが同ゆかの.
白告でT'伝，ζと"'J・"'凪ぅ .，

3櫨駄がある"切.刈り@倣ホ
椅婦'"どの口調B・事告白輪金
'"どで行，てもよいと凪う

12.6 
4即日山酬

前衛婦など・."乙と忽切自前向
金"どで符，て，ょいと凪，

10.8 
6みどりの.m;等ιより..
の醐わ《り闘を侵す

ようにすべ'"と凪115.9
. "から忽い 7‘ 
川崎 H 
Sζ 仕え 'l" 3.$ 

It ∞0 
0司町内のゐど"島唱。す"めに

"に力.入れて献しいと皐うも
のUどれですか.(l.，.iI附
I街路制'"通粛のゐ"

425'‘ 
2加問山 "， 
3荷川@ホ:1111.!!ホ辺のみ"

10，7 
‘山@・u・4のみど') 8.0 
5民家の・..，長頓"どのみど'.， 
‘柑叫公共闘噛恥み

ど') 5.2 
7 -t..... I 7 .ζたえ匂い ‘2 

針 '00・
⑤.良市の再開宛

。8UU野良市でIU!">IO再開絡が
退。勺れてい湿すが、拘隣..
行う ζとで."たが廟怖をn.
ことほ何ですか.0ラ趨製}

l・，畿み.，れいに".
228，"， 

2旭川鋤剛州/)..; 1¥ d 

'" 3公園えEど定ープンスペー，.・0検される 1・2
4防災 iの.金憶が繍す

'" 
代
、
女
性
m
m
代
、
『
防
災
上

の
安
全
-
E
M
F
-
e
'
』
M
U
M
m
k
&

aS
M
町
網
代
@
各
・
で
多
〈
ゐ

2
3
・
?
に
『
公
型

ど
e
jプシ
X
4
司
司
A
@
・
保
」

に
つ
い
て
M
E
Z
m
p

ω
代
以
に
で
穫
が
M
1
・
伺
a
e
切

1

t

f

i

 

の
-v織
を
・
佃
憎
し
た
い
と
す
る

思

い

2

1

4

i

れ
て
い
る
品
2
3
・

。
再
開
且揮
の
-
s
a
a
v
い
で

j

t

《

上

で

i

f

i

z

z

 

い

の

u

E

2

t

R

E

E

f

-

-

え

その他岡県

「
人
M
E産
Lavすい

旗
色
k
e
る
』
u
m
m
，
%
と
p
，

Z
、
両
辺

E
S
t

h
た
き
ち
づ
〈
"
と
泊
m
e
e
%
、

「屍

2
2
1
2

ち
づ
〈
切
』
U
W
2
%

「周辺

吻
縫
の
土
組
@
価
格
金
上
界
禽
血
管

は
い
」
u
e
%
‘
ョ
・
・
の
徴

金
を
使
b
u
い
』
U
S
%

2
・
底
の
e
--
e
凪
上
の
・
衡
の
歯

聖
E

Z

U

E

T

つ

づ
い
て
い
ese--

-

u

E

M

i

 

t

E

5

5

1

 

『園周
3
温
s
a
と
闘
絢
の
企
血
a
k
-
-

?

z

i

f

t

 

a

e

-

-

す

4

1

1

1

1

e

 

E

h

E

7

3

「

s

a
t
-
z
u
と
と
い
Z

ζ
と
u
k
伶
初
代
が
と
U
値
“
り
τ

目
立
咽
て
し
v
g
す
-
z
た
『
-
定

の
高
さ
以
上
の
・
・
の
-
a
g
e
-

剛
e
る
」
に
A
V
い
τ
M
U
男
食
と

ら
ω
代
以
上
で
富
岡
〈
、
『
人
u
p
生

鑑

L
a
v
e
'
い
e
z
ち
』
で
健
男
女
企

も
m
m
代
で
高
〈
U
J
L
い
-
a

す
-

。
・
e
・
で
'
z
-
a
e
管
2・
ぺ
a
-
-

俊

一
三
日
の
自
t
τ
n

の

E

e

号

、

e

z

i

-
-
a
B
叩
の
・
写
m
.
で
発
費
e
L

t

E

Y

3

S

S

ゐ

で
も
m
L
E
L
a
.

:
Z『

E
z
-

-
y
l
』
で
叫
m
s
u
司
令
い
で

E

E

刷

」

尚

2

1

x

f
ヲ

E
H
A
E

欄
』
'
'
%
、
『
M
侃
会
e
a
阿
‘

優
』
・
5
M
刻
、
『
h
M
，
，
M巴
ν

グ
電
ン
'
l
』
9
5
%
、
「
2

t
a
A
'
e
a
Aτ
υ''
・
』
e

A
品
い
て
い
1
・

』
の
鮪
慮
、
・
と
り
の
時
代
と

い
わ
れ
耳
目
市
民
が
童
市

に
竃
u
a
u
、
文
化
的
a
a
と
駐

z

t

i

E

t

-

-

男
K
"に
み
る
と
友
鐘
で

寸
創
頃
・
文
化
セ
v
'
L
U
ど

2

2

施

章

、

2

2

寸
2
p
鼻
ユ
・
7
e
t
h
電
y
'
t
」

『
関
陣
金
踊
場
』「
息
昼7ι
ご
忽

z

t

i

i

 

〈
む
'
て
い
-
a
e
-
-

性
-
年
代
別
で
U
「
闘
爆
文

化・
4

〆
タ
』
が
齢
別
代
以
上
で
低

い
の
が
呂
に
う
a
「
公
園
」

円九

つ
L
て
u
-
u
寵
鉛
代
則
上
と
次
性

泊
代
泊
代
i
z
a
-
-
E
』

u
E
い
廟
『
v
，
，
ピ
シ
グ
-

v
'
'
』
も
組
側
代
句
寸
描
聞
・
会
楓

・
』
u
ω
・
網
代
以
上
で
そ
れ
ぞ

き
i

l

・

E

別

に

み

Z

E

E

-
』
M
a問
.

.

.

 

で
、
『
-
-

文
化
-
u
'
t』

U
ゆ

此

a

i
;
:ピン

t

v
'
』
ω
北
a
-
-
T
，
，
、
“
弛句

τ
い
る
の
が
“
別
立
A
V
て
い
怠
す
・

-
人
の
め
い

わ
〈
に
傘
望
。

.
贋
空
監
皐
肱

や
め
-
z
L
a

'
 



ホ657F,i

∴ T i

若
早

.

･

■
,′rl
lt

･■
∵.tJ√TL

成
｡

合有..tとの轟
行書▲

■
官
は
'

大一三二回生を中
小

行い
美穎力の

向｣J

.]

L:;･
J
.

.I:I
:
樟

㌦…
芋二

TtEiFi内苓･&'l人
ひとりが丁

で

票を
祈

れる
外
四

イ
デ
ィ
丁
を
拙
L
あ
い
､
バ
ク
pt

人
の
ガ
イ
ド
を
し
て
い
JP

■._
_日,L
√･̀
tT._

t
.

チ
.

3FE
こ
の
ク
ラ
ブ
へ
入
金
モ

クサブのモ,pIIは｢す

る

未
知
す
る
方
は
全
長
の

べ
き
特
は
大
い
に
し

兼し心
持

八
鹿
由
兼
さ
ん

(廿
砂

て
い
･N
す
.
時
間
は
午
牧
丘
時
平

は
大
い
に
兼
L
L
J.

かb八時半ま
で
で
､
ヒ
丁
リ
/

美
t
二
晩
以
上

の

槻
.3

J

A.
.

′
■

･rlA
_
-

∵
.

に

か

絹

-
､
明
州
と
い
う
雫

誉

れ
た

∵羊

㍉

三･玖
山
竺た

洗

内
所

をhJし
て
も
-

(

,
■
'
-Y
_
_
_
,
(′
■

リさ
け見
れば

枚
方
Z
に
書
や
Yu

一.私
の
す
い

‥
:
r

l
い
..
zH

1
･;
::

Y

T

I

,J

のH

l獅

緋

少損

は
緋棋

‥
‥

Jj

i
L

出
で
し
月
か
も

の

でありJF_
L

t..

k
]笠
に
書
い
た
と
き
は

月

を九
こ
.
モ
す
る
'
は

叶わなかった

公
d
Eさ
h
t
.盲

■Ir
の上うに､兼し
くyじ
b

れた｡

氏杏良秦

塞

:',.
,.A
.:.i.･
,

.;:a,[

箇

清
い
ほ
と
深
い
苔
の
緑

に書んだ虹を中止が1ってい

･
‥
･

.

.

.

-
I.

‥･

L
朋

郎

朋

凝

離

.
‖
…
朋
離

山
射

#
い
.
川
だ
｡
何

と怖気のあ
る

と
守
り
れ
て
き
た
よ
う
だ
.
さ
日

.

′
･
I

.

'
-
ノ
■
■
t
r
t
･7
.

古
紙
凶

と依

ネ凶にはさ暮
れ

t
を
生
め
て
唐
Jb
の
い
い
川
音

た
酋
Sf
;

I.
この二
つ
の
丘
の

を
▼
か

せている言放川には
低

い
上
知
が
沿
い
'
小
N
も
川
と
平

行
に
つ
づ
い
て
い
る
｡
后
SE
防
止

の
た
め
か
､
川
沿
い
の
n

r(は

たどれす
､
世
路
は
暮
蓋
の

万へ

と
叩
か
れ
て
い
く
｡

茶泉折の広い平均ギに<る

丘
も
扱
き
の
丘
で
'
そ
こ
こ
こ
iJ

■がl8
札
の
花
を
苗
と
し
て
い
た
.

Jkい'■い
は
と
の
緑
色
を
し

た
拒
苗
の
上
に
ち
り
は
や
D
れ
た
姑

の
辞
は
､
単
に
王

力の法
則
で
木

巴
は
uTl
か
っ
た
.
こ
の
B
Zモ
並
っ

た
人

も'f
い
ほ
ど
に

#い

首の

色には廿の兼が般
缶
う
と
考
え

た
の
か
と
兇
づ
と
､
r
同
者
t
局

I
J
と
う
れ
し
く
な
っ
て

し･Nう
.

そ
れ
に
し
て
も
'
依
水
3g
の
t

だった
｡
ま
た
別
の
事
叶
に

行っ

てみよう.

t
r1■■
､
L
J

T■'り
●

(四
月
-
六
月
)
と
ill
(九
月

I
T
月
)
で
ナ
.

I

･Nす.暮して
古
*

奈
良
の

妻

に芹か･t月と
い
う
の
は

こ
の

'(Lrttr
･
.J
▼
L
Ir

･

て
po
た
と
い
う

､けか
L1
育
ち
p

i
Jと
#
4は

さをさじさせてくれ

fす.■
t

LI_.7
.6
-
●
｣~
l

T
八
_
･

I

ILfJ■.■▲∴:
.'
◆

久に
こ
の

土袖に托むことは
な

い

でし･+う..C
r
か
E]年
の
■

r
I
f
-.I

_

.
I
_
.,
'
JFl

し
た
､
載

良
で
の
葺

き
伯
で
し

た
.LE

牛か後､夕空に書
-
て
丸

い
月
が
ば
つ
か
り
浮
か
ん
で
い
る

の
JJ見
つ
け
た
な
り
､
そ
の
時
こ

I)
L_CLrLl
一

r■■(1
L

に
E3
を
つ
い
て
B

.L.
出
て
く
る
時
で
す
.

J<サ時
代の放々
の碧い此と共

に

｡
-
事
暮
は
#
A
FJ
の
玉
い

出
を
か
み
し
め
it
か
ら
≠
辞
す

N'山口さん｡

Lb
心
を
か
po
士
で
て

み
ん
だ･+
の

T
f,_...内
を
き
れ
い
に
さ
れ
て
い

る
上
う
で
す
.

-
1､

8
4
'
.1
〕
r
■
､t
､F

の
荒
木
7d
三
拝
全

長は､

r

蔓
区にはMIのむ巳m

金
が
あ
2

t
T
.
1
丁
目
分
の

常の

ま
わ
り
は

n分たち
で
さ
れ

いL,

し▲し▲うと
い

うの
て
'

共H

f
･■

｣

1..
I
..'亡

:
(L
h

帯金や七人
ク
ラ
ブ
で
JrI)れ
い
に

し
て
い
t
t
.
t
r
の
と
こ
ろ
地
抜

全休は
円書にいfてtナ▲｣

と
◆

.
･､
.7
p,

_
r
n

H
･.
pJ
r

N

わり
は
自
分
た
ち
で
書
信
を
も
っ

て
さ
<
い
に
･

qJし
て
火
桶
の

「

…一一1

申
込
日
日
助
言
可

一
れ

良
一

奈
一一

l
s貧
富

寄

島

原

良

子

宙

空

一N官
於

袋

量

下問町

一
冷
え
冷
え
と
し
た
静
寂

一

四
阿
国
四

暗
い
空
』
深
い
苔
の
揖

同
一
!
?
の
E
;
z

メンパ 努集中

奈良ESS

V
-
y
 
ト

lf
Z四
E

成
-趨

号
、
大
空
ニ
閏
生
を
ゆ
¢

;
!
 

て
い

E
J
i
u
-

-
i
i
 

E
R
-
-
z
 

f
i
-
-ぞ

ろ
い
・

量内

t、
-
2
2
7

4
T
4
?
を
州
し
あ
い
バ

，
Z

1
・2か
包
も
の
と

u
，
で
い
ま

す
・タ

，
プ
の
を

v
j
p
l
u
「
す
る

ぺ

品

具

、

に

L
T
S

U
大
も
に
棄
し
む
』・

主宍崎明
二
銀
以
上
の
実
カ
が
め
る

t
s
f
Lで
す

が

喜

に

Eの
あ
る

4
3
t

+
警

の

5
2

!
?
 

行

い

語

力

?

と

3
1
i
e
 

m
Jぃ
1
・

ま
た
タ
ラ
プ
の
下
自

!
?
 

イ
ド
」
は
ポ
，
ン
テ
4
?

で

主

主

2外
国

人
の
dn
イ
ド
告
し
て
い
ま

す
・

滅
亡
の
ク
ラ
プ
ヘ
入
金
を

Zず
る
方
は
ま
の

八
施
白
血
喪
さ
ん
《
曾
@

n
E五
五
ご
釦
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
L
.

小
グ
ル
ー
プ
に
別
れ

τヒ
ア
リ

シ
グ
の
レ

Z
E
P
 

強
い
・
川

q
T
Eの
2

日
ろ
え

古
書
と
依
自
に
隠
さ
ま
れ

た
宮
城
川

1
5
2鹿
の

お
か
げ
で
町
燃
の
ま
ま
の
安
全
ず
ラ

4
k
I
2
2・昔

の磁の
Z
E
E-

:
i
zい

い
出

血管
膏
か
せ
て
い
る
音
域
川
に
M
低

い

ま

沿

い

、

t
i

E
つ
づ
い
て
い
る
・

5止

の
た
め
か
川
沿
い
の
コ
ー
ス

ω

E号
、

1
2
3へ

と
場
か
れ
て
い
く
・

霊
前
の
広
い

Z
Sに
あ
る

T芸
員

て

そ

£

こ

こ

に

里

f
i
t
-
-

探
い
暗
い

i緑
色

t

i
t
i
-
-

の

t

f警
の
法
則
で
本

の

?

を

Eげ
と
は

T

R・
-

で

F
E
a

t-、

?aLEE-

公
開
さ
れ
た

i

三互のムに

:t "(t唱かも
山口珠恵{引船

H何軒町

突
の
際
ふ
め
さ
げ
見
れ
ば

百
Z三
富
山
に

闘
で
し
月
か
も

と
の
建
中
薗
詰
仔
し
ム
「
師
、

喜

に

f
t
z
z凡

径
が
三
短
非
品開
倦
仲
院
自
の
』
の

般
を
口
ず
さ
ん
で
や
ろ
ろ

U
E

と

豊

2
2と

を
考
え
て
お11扇j!

1
2
2
2
5菌

防
、
釈
か
り
の
温
の

E
t
a

-
た
く
さ
ん
の

E
iか

べ
て
い
る

o
e多
い
て
事
た
日
に

q
fほ

ど
圏
内
に

Z

E
E
-
ζ
の
里
聖

た
人
ae

・
h
F
M
娼
ど
に
薄
い
営
"
の

色
に
は
憾
@
君
似
合

z
f

た
の
か
と
号

5
2、
同

5
1れ

ttて
し
ま
う
・

z
f
E
Z閣
の
側

か

5
2品
z
t
s

f
iさ

ぜ
て
く
れ
る
底

だ

2
・
1
自

2
5，

て
み
よ
う
・

難

『喜

幽

」

の

開

盟

、
四
月
t
h
大
月
)
と
歓

1
1
2
iに

よ

る
と
こ
の
般
は
長
安
で

uu

，
、
明
州
と
い
う
訴
で
鉢
ま
れ
た

そ
う
で
す
が

v・
L
か
し
、

蓄

の

と

Z
塁

az

i
-
-
;
 

ン
プ
大
会
L
C
、
簡
揚
し
か
幽
紅
〈

t
長
車
を
直
L
E
2

7
2
2
1
i
 

i
t
i
t
-

少
女

E
2・
に
号
型
企

の
で
あ
り
志
し
た

中

国

で

両

日

E
ミ

こ

i
f
z
i

l
-
-ず

と
も

コ一
重
の
山
に
唱
し
悶

t
q

忘
れ
鍾
い
鍵
し
さ
が
あ
り
容
す
・

!日現日;
き
れ
い
な
環
境

住
ん
で

い
る
町
は

み
ん
訟
で
美
し
〈

ハ
月
社
日

S
六
日
工
工

闘
は
環

2
1
z
p
f
 

ど
の
よ
う
に
a
さ
れ
い
に
し
て
お
切

れ
る
の
ん
す
か
が
い
ま
し
た
・

奈
良
工
m勉
域
樋
人
間
話
連
鱗
脇

2
に
山

E
い

訴

で

空

主

に

と

そ

山
か
ら
上

R
R

2
1
1
1
t
 

l
i
iん

の

とe
気
に
入
り
の
泊
所
A
V
3
1

ス

《

2
8品

介
し
て
み
ま

せ
ん
か
・
紹
介
文
隠
八
百
事
旬
以
内

。
喝
い
た
付
い
た
をn
F
h
は
関

-n

i
t-

z
i
-
-
i
 

be問
い
合
わ
せ
品
市
広
創
報
公
聴

複

合
-条
大
酬
剛
院

-γ
白、

，

@
=
二
)へ
・

?
?
の
有

量
入
金
で
は
各
町
内
の

2

・2LE
ふ
だ
ん
使
わ
せ

て
も

Z
て
い
る
公
民
館
ま
に

-Eし
て
気
持
包
よ
く
使
え

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
」

1
2
E
Eる

z

f
i
f
 

『骨
か
り
の
し
き
た
り
で
お

?
2
8
G
R
E
 

E
-号

し
て
い

1・
若

聴

さ

ん

臣

室

日

臣

i

ma末
日
ワ
れ
免
り
し
て
ど
の

家
も
毎
同
-eら
ん
と
ど
れ
か
が
出

て
ζ
ら
れ
g
e
'L

L
と
の
こ
L
C
・

T
れ
て
ず

12
2
z

mれ
る

MMV多
い
の
か
、
日
分
た

各
の
町
内
に
伝
じ
み
が
灘
く
定

L
 



兼
空
手
二
千
人
で
G

t
Eで

き
た
五
五
〇
人

■よそ
中
心
に
r苧

と
そ
の

坤代J
t
ナ
-
▼と
し
､
_
JE首

はtd量
･人
J-七
九
t
L
トl

t一■山･し
込
み
一丁
Ic
M十人

o
l
L
'J
IJ止一
M
n
＼■
●

{_LL.J.
JL_
_
G■

.■C

I

.■E_Jr■t_I_1■-■

レビ
七
枚■
し
ー-<･-1ハモ追
加

し
t.も
の
です.

H
t
5Scjに

は作
目抑
丘
の
あ

いさ
つのあ
と
､某
■大
ザ
の⊥

巾･=gEt
.･･t_

r_
t
▲
LL

書の七_｣があり'W
斤は

■

lJⅥt■･;
･,･1,_.

て
いt
し
た.

この七-ナ
は
-月二i
一

日
暮
で全

hI
A+

由にわたっ

て
H
I.i
-I-.

J

｡
J

r.

5

1=L
.I:iJ･1.

-祈dt
p

E>妖川
-
■
皇

t

∩

_-内nhl

追Ln■
ノ

▲や允

&∇●t山大TR三
･西

■●
■
■予
t
_
T
J
ZP

等

■
J

I
LL_
∇
I
)

∇
T
t.ケ丘
It
EE･F
E>F
tJEZ

山
p-
レ
･h
-
ト
ー山
口■一

-qET暮春
T4も･_;4t>

事ttケ丘

fKJW+E>+

王
T
rJ
■
■
･●
･.･
-
■
山

中F
L)_<E'こ
■E

丘
召
∇
t
苅
ケ丘
ITH
Iq

美
1t
U
J
∇
一i
ケ丘

井カーYR
rT
H
I萱

川∇

t
BZIF_
E>t

t
共
ケ丘丘
T

E

I‖-

巾t]F∇粥tt
H
K
一
山
Egモ

エ
V■
事

一

ケ

丘一
丁
‖

-托川里V
■二丁

-上EE…Yt
J一ケ丘六T

‖
A』
-蔓

VIP
一･白
-山
R
■
一-f
U巾
∫▲ytEK
T

金
川一∇q
E
rH
-空
叩太
上

安

代Yエ
Y∩+
■
ケ一畔八T

zi∇松

竹ねこTR

-JW
d

F
一
(
■
t
上.十t>P
二

子∇
t
Z*Lh
一T
H
-川■
★
E>
It
t

代

1
11
･t
■r
･t,E
I

lL
E
tJ
室

E>'

‖
I▼■
■t･
■
･
-‖t
M
I
_

▼
k

l

T

H
･■

I･_It･

-竜

一ふ丁∇
R事
一T
ZE中正
■
こT
H
-

芽■
l

■∇
(
二

枚
∇
N
T
T
書
暮
托
M
■
井
井
T
b
-辻■
丈E>H

せ
ケ丘
-

Gl∇
A
A
d
ip-土
日■

中
川n
∇TE]#
]
一丁白

.
三

e
t
山
l

IT
8
-鳥
由
K
■
正
泊
∇■
二丁
臼
･■
■
一士

犬
∇
書■山
一二T
E
-大

久Et+∇■
干
白
-1
IVHR
TR
･

i
▽

有

"， 百匹成元僚 6}lll'lりよ" 民市良議.~，号

議
食
Im
L
c
a
w
凶
由
市
宮
市
の
友
好

・
市
掴
燭
十
亙
周
卑
釜
配
傘

ι

て
「
a
m
安
映
画
録
」
【
亙
月
十
六

n

v

i

i

 

・咽」
C
鴎ム
γ
八
R
V
M
F
Am
-
x
・
文

仕
h
z
y
タ
ー
で
聞
か
れ
て
市
民

に
大
好
誌
、
両
市
・
両
凶
a
w
-
-

に

人

!

-
m
R
十
ム
圃
奪
良
市
民

書
大
会
主
月
十
四
回

調
か
れ
市
民
ら
約
一
万
八

手人MF一
一一十一
組
後
に
・
・

加
島
市
肉
約
八
十
五
会
凶
暑

で

2

e

陵町

i

か
弘
符
e鍵
L
e
s
L
P
-
.

l 奈良・西安汲鮮橿ih!itl15周年包傘i

-西安田酌さつを

布る.ヨFa!!llA・牛車

贋F

~(2 ;.;s 1:l 

Ema 

‘""包@音色巳.奄傾げる

巨豆五五回

-
々
@
入
・
a
ロ・

=
π
-
m
い
っ
ぱ
い
の
マ
マ

さ
ん
バ
レ
ー

-ハラハラドキド相
.震バラエティ

一網棚{州 }

環
境
週
間
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作

入
遺
作
珂
点
展
示

1
1
-
z
t
 

温
周
』
に
ら
怨
ん
で
、
市
M
F
『
・

れ

い

目

、

軍

品

2

2

Z

1

1

2

a

z

e

 

，
生
か
ら
・
婚
し
た
4
・
A
'
I
M
F

岡
両
平
八
a
-
-
m
a
a
り
ま
L
た
-

R
n
L
T
二
闘
に
・
・
・
の
愉
圃
m
-
V

E
T
S
週
目
差
し
た
・

御
崎
白
羽
"
趨
人
.
佳
作
作

t六
n

R

L

E

E

突

自

画

官

象

車

一一
空
ー

ル
で
回
小
-
e
n
-
-
す
・
【
.
侮
・
u

岡崎
温
】
盤
今
何
F
包一ハ盆明市六

個
亭

V
拘

V筒問副R，
Y

《
同
】
マ
中
川

Z
《

E
Z車
両
生

子
《
網
島
小
h
修
》
マ
外
機
幽
・

A
m
v
 

【λ
ヨ
M
・
谷
-
R
M
抽
《
ム
ハ
象
小
ム
ハ

舗
平

V
マ
・
・
・
3
・h

予

A
-
P
鈴
弘
主

曹司皐え t園

!4111!3器
FE82SSZ 212HF J 
HUHU l 

4・定w.湖..
年
V
V
康
上
胸
也
《
同
六
M写
V
マ

野
地
匠
《
明
市
小
一ハ
年
】
n
v
L
r
凶

紐
代
A

伎
M

開
小
五
紅
専
V

マ
畿
網
成

文
《
周
働
小
在
留
軍
V
V
愉
本
騎
手
ι

竺
岡
V
V
耐
久
・
2
1
《
一
夜
袋
小
k

e
】
マ
山
a
・
A
困
問
六
年
V
V
早

野
ニ
.
《
網
島
φ

倍率》

R・E
・"M
・
U
慎
“
市
《
六
‘
小
一ハ

苦
マ
保
持
拡
也
会
困
問
》
マ
噂
uz

.
董

S
8
v
b高
叫
脚

-ws'

V
反

a
a副
F
面
停
小
古
舘
》

"
v
・
問
自
淘
《
町
明
的
不
L
ハ
e
v
v

3事

民
-
〈
ん

希
望
者
二
千
人
で
睡

"
で
き
た
五
五
口
人

嶋崎"'.町唱fる'"'.人@縄民

1
2に

『

f
i

時
代
』
e
'
1
-
v
L
C
し
嶋
-
m
a

z目

f
i
l

-
-
剛
L
る
み

-一
す
れ
円
十
人

i
g
i
f
t
 

-
2
2も

れ

sa

i
l
j
l
'
 

レ
ピ
告
鈴
雇
し
百
円
I
ι
↑
人
を
週
卸

し
た
も
の
で
す
・

5
1岡

市
長
の
あ

い

さ

つ

の

あ

と

!

i
t
!
 

2

2

2

8

q

z

z

 

E
益
面
り

4
S
9

て
い
e
思
し
た
・

e

t

;

ー
は
i
H
二
十
一

2
2
2
1
ス
高
に
わ
た
'

E
E
--

i
iハ

i)マ

歩
高
等
域
全
ハ
き

E
ロ

音《

2小
E
V
Z草

幽
芭
《
周
ω
マ
西
村
鳴
子
ハ
祷
損
小

量
v

v

i

R

R

e

v

v
丸
内
・
8
A
大
府
関
小
笠
修
V
V

C
F
・
-
《
一
周
】
マ
凶
中
山厩困問

《岡》

h 
a司J. 'He，1¥I 

衛
自

治
会
長

肝 関・M

【泡
臥
R
m
・
A
Z
令
長
】
宮

EE

.iiTEE-

同町
内
n
権
会
民
】
・
J
本
合

-a・
捜
事
拘
V
阿
梅

一

-a"伺
Mn

マ
下
代
-
7
丘
・
眼
悶
宵
マ
偶
屋
町
台

w
a岡下
・
e
a
v
'
崎
台
町
高
附
a

i
P
I
f
-
-

j
i'

自

体
・
a
v
陶
一
了
白
・谷
-
a
陶
マ

?
"
4
4
3
 

Z
H
2
T
U
・
作
川
弘
何
V
幽
雪
一
了

H

'

j

J

L

 

章
一面

1
・2之

助
マ
怯
剛
台
一
T
n
・
淘
*
・
g
'

，
+
マ
局
見
町
一
T
H
H
川
島
園
"
。

岡
子
白
略
'
弁
鳩
了
。
岡
l

v
z
g一

層

量

二

j
i
 

f
i
i
 

趣
マ
鳥
見
名
町
a
a
H
・

阜

w
・
也
-

一丁
白
・
尾
圏
実

犬
v
'
M
山
=
三
よ
白
H
大
久
保
-
-

-
v
脅
槻
山
四
五
了
白
4
・
L
m

理圏
周司区~予さ^"予さん

1

6
n
m
目

S
羽
目
u
l
」

一
市
白

県

民

枝

一

-

{
続
ザ
則
分
V

一

r
1
1
1
14
の
納
期
で
す
:
L

允
繍
マ
・
・
山
正
ハ
丁
詞
a
-・
8

i-Li 

t
-
-
?
;自

z

j
;
i
-

等
山
中
町
-
m
u
-
-
久
マ
一一
名
町

.，
 •• 
n
u
=
q
玄
鎌
ケ
丘

2
3
8
1
 

"
-
m
一
山
闘
車
首
切
よ
V
閥
・
守
一

・
上
岡
g
e
e
調
M
-
a
R
・
7

丘
六
了

n

m

-

h

t

E

T

 

a
w
-
現
代
子
守
備
・
胃
唾
見
守
年
八
T

自
衛
一
・
"
-
T
a
イ
守
備
副
ニ

・
・
・
・
代

一名
町
緑
桧
・
肉
婦
-
-
a眠マ
写

.

.
 
砂
丘
一
T
u

・aR困

E--
マ

同
二
子
臼
-
a
園
町
.
一
・
マ
a
ヨ
三

了
目
・
辻
喧
え
マ
軍
一
国
松
ケ
丘
・

中
川
周
回
皐
V
百
察
園
一

γ
白
・
三

原
正
治
V
岡
二
了
臼
・
-
a
一
土

V
開

ヤ
自
・
自
蛍
V
尚
早
h
・

1
1
1
7
1
 

山
本
兎
明
V
e
A
タ
也

-h'イ
ヲ
学

園
前
‘

.7石
a
E
V，
イ
A
Z
ン

ズ
マ

y
j
s
・3

中
山
町
酒
E

一78.，

-・
青
島

行
男
マ
-m鏑
二
・
斉
薗
a
R
一
マ
学

爾
明
日
一
花
町
a
R
・
E
官
-
-
一
v
-

呂
町
-
E
・
富
里
高
二

了
目
・
大
a
R
驚
鎗
マ
属
賀
美
令
長
五

百
占
0

・vE
事丘

二

i

-

E

V

E

--司
内
議
鎗
モ
マ
a
m
-
-
奥
島7
t
z
玄

T
自
・
山
岡
‘
‘
マ
同
六
T
u
・

-
1
1
 

山凶

'm僧
-e・
占
咽
人
M
錨
明

a
γ
h
u

・

本
材
併
.
氏
マ
‘
了
向
・
川

上
ゐ
餌
マ
同
七
T
臼
・
木
村
思
占
m

E
J・由

a
u
マ

宮
脇
鬼
町
干
A
m
-
K
岡
島
マ
る

z
a
i
--t 

マ
鶴
舞
附
刷
ド
掴
恒
宅
川
ザ
俗
偏

台

一丁
臼
険
山
醤
伺
V掴
司

-T
M

-
幌
市
マ
丸
山
・
aR敏
句
i
L
V

!
j
 

T
A
M

嗣
川
棚

1

8
m
m
目
3
羽
目
u
l
d

一
国
民
健
康
保
険
料

一

一

【
概
二
眠
分
v

-

r
i
l
l
-
'
の
幽
明
細
で
す

L

.a 



傭""句

可F• • -
4

・町
一
言
開

1
i-

---a掌
令
ミ
ナ
』

-

-
の
ピ
デ
オ
@
姐
a
-
R
-

A
E
E
?
?
 

の
繍
咽

-m
一同

-aa肉

g
e

f
'
L
8
1
E
 

し

5
・
2MEET-

;
!
 

と

-aeM時
円
《
f
一veu

O
R
b
L
V

の
同
勺
名
午
睡
眠
1

哲
か
旬
。
と
こ
ろ
・

2公

民
館
3

・制.. 見積円V
山
干
し
込

t
Eで

Eヘ・

E
-
iを

書
し
た

-ne，
ト
テ

7
4・
各
公
民
鎗
に

?
"
J
E
K
Z
 

に
間
し
て
も
ら
い

5・

2

2
5量、
.

よだ

-v

・s・g
z
y男
氏

32i-

民F旨

旬
-
ワ
ー
プ
ロ
般
書

snn

図

《

占

k
v
l
m
m
n
〔本
三

停
a院

の
S
U
9
時
半
ι
3
正
牛
‘
千
慢
の

E処費量

i

i
・
E

健

の
成
人
・
気
M
・
M
m
人・

5
1
1
1
 

視
軍
笥
住
傷
、
氏
名
、
管
.
、

喝
蹄
膏

us
e
-い
て
、

smu

z
z量
で

EtU

M--慣
に
人
倒
。

.
6

・

R
e，
債
の
禍
A
H
U

楢弓

T 

S

E
-? 

‘
 
.. T----

zi

l
f
 

，
プ
で
そ
れ
ぞ
れ

m人
1

・
市
内

a

a・
住
鋤
の
m
剥
.必
・聞の
動
労
向

2
2
a
4・
2日

z
z
i
i
l
 

nA司
年
後
吉
崎
噂
ι
・
時
um俳
句

，
，
プ
・

M創
刊

'u自己
m句

1
z
f
f
 

・
図

-
a
皐
聡
E
毎
事
本
・
目

i
u
t
t
i
 

7
8
、
住
所
、
氏
Z
、
電
民
番

iい
て
同
事

1
4

マ
マ
さ
ん
水
泳
敏
定

s
i
-
-
E毎

葡
也
宜
主
担
官

年
血
走
輯
清
音

繍
金

M
9

1
4
 

り
聞

--e
a--t 

&t 

平成元恕61111]

:tFfil 

'" 

週
土
日
・
日
午
線
1
時
t
s
a
・

?、
7
2
E
'

僚
字
詰
】

E
V
2-

窓

aM人
組
副
人
マ

-aM料
・一一

j
i
 

1
2
1
1に

住

所
‘
氏
角
館
時
‘
紙
百
，

e

・
い
て
、

en川
口
ま

E
S

---EA一品、
2

1、

i

i

!
=・R
E

e
f
-

-L
水
泳
術
省
明
者

-

-
鍵
成
嶋
習
会

-

s
-EMMn1品目

の
鏑
・
z
エ
n
・
日
守
役
l
附

t
s
i--街

中
幽
予
俊
《
平
俗
開
日
》
マ
ム

?
E
2
2マ
Z

訴

HE
a
i
-
-

Z
に
偽
普
賢

E

量

Z
Tし
た
毒
殺
事

で

2
2
1②

自

の

小

e中
学
伎
の
俊
民

e
P
T
A

1

iす
る
人
マ
定

員
目
的
人
・

ゆ

LfEau-に
住

!前移劃t副首EF主主韓国調緩6.7月

1!f~i'iU.. <...jJlij lfl)哨調俳句.-~'"企日間

"を 幽s・t-c"'....8.問問"刷...・a帥 同幽《川崎

陶 111J帽 l 嶋削川、問刊し附は嗣t\1:~ r.:~-C ' ，'1"

同 開園即-.'・H 閑 ・ " 叩 明何日

多 ，.・...にζ I:.t~....‘ みのリタ.，.酬，:J: .・τ・，.ゐ4島."
"げていH 岡高酬岬 凶 ， もでほ，". 

胞四則 A司暗@ ト2 飢 B一時 2

B
E中
m
R
園
.
館
開
館
配
愈
に

市
立
中
央
例
'
舗
が
瞬
鎗
威
唱
崎
事
聞
編
V

V
と
ζ
z'
E
市
史

危
「
仰
句
"
・
・
ち
・

νタ
』
で
劇
院
文
化
畠
曹
司
，
，
。

.LX路

?
?
E
E
L
-
-
a
?
?と

E
-

-
-畢
島
針
毎
白
E

「
入
聞
凶
町
・

nに
つ
い
て
』
鰻

-
山

三

・

庭

山

・

民

【作
-zて
『か
b
い

い
-
R
2
・
』
噂
辻
宮
尾
e
R
【作

事

VE-T

申
し
込
み
臣
官

Z
品

Z

明
氏
名
《
単
館
周
に
‘
v
、
.

2
2・
い
て

i
m
E

E

i
f
 

--a会
優
《
干
闘
、
東
奪
叫
幌
町
一一

八・・6
1
0
2》
三
官
官同

銅

z-e属
。
は
楢
適
冨

E

明
氏
名
司
年
・

-R
出
周
忌
‘
話

1
1
6
2
Eで

に
必
・
で
k
m
M
暢
符
鑓
ハ
守
閣
、
一
-

a大
路
宙
開

一
了
白
一

-1
一

8
・

1
1
1
1
v
へ
・

ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
の
質
成
鶴
膏
舎

と

--en笥
n4・
月
間
臼

eTn欄
マ
と
、
ろ
・
・
司
φ
&

j
i
-

-
鈍

i、

i

b
金
俺
峨
毒
絡
線
組
合
守
安
‘
.

iush! 

"
人
事
伶
字
ど
色
合
2
人
以

目
、
岩
品

E
f布、

t
i
i内

容

7
ど
aea誘
動
に
M
骨
量
膏
匂
貨
“
"

と

2

2

申
し
込

Z
U
Zに
器
、

氏
名
1

生
存
月

a
性
別
、
，

e

名
筆
等
、
血
櫨
R

・94
Z
所
属
子
ど

も
会
側
総
代
表
者
の
氏

g
n
'陶

V

S
2
622Z市

鍋
人
.
同
少
年

'A〒
冊
、

一
-
象
大

路
側
一
丁
目
一
て

包
@
1
1

1
1
v
へ
・
応
毒
箸
多
訟
の
趨
合

同
被
選
、
闘
い
合
わ

eu関
線
、

側ト 4

【同】
傘E

 
制

嵩

ae占

S
M
n
同
日
U
「
時
の
鉱
傘
箇
」
可

こ

E
t
u
i
i

j
j
 

ff-azt眠
不

作
品
U
小
ゆ
学
生
の
ら
・
作
品

t
里
だ

S
・

企

--en-H《

A
5
5
u

日
《
日
》
仰
す

-m'崎
{
年
後
S

8
5
7
2
2
8
3
 

'

1備
会
側
腿
ポ
ヨ
ナ

《康
年
体
町
V

マ
闘
L
合
b

e
E
U
U会

aa開
贋
《
曾
紬W
I
-

-av--i
f
-
-

一
土

f
z
s品

h

十
一

a
ι
s
t

ε
こ

と

aE7MmH

a…竺

snnTEm

一
型

弓

=zs

r
1
0
1

正
平

V
と
ζ

ろ
・

1;tvE品

E
iに

型
の
あ

る
女
盤
M

加入

V
，

マ

・
女
佐

学

入

門

官

官

発

盗

品

i
2・t

ぶ

;
E
1
 

・
い
て

6
月
m
H
a
R
で
I
周
セ

シ
タ
字
削
車
内
盟
桐
町
λ

.。23
0
0
w
へ・

E
‘ou
司

2
2
i
f
 

誌
の
悩
み
、

s
iの

;
i
t
 

z
z
a高
利
五

リ
a
z
す
.
“
，
M

ゆか
た
〈
守

ら
れ
干
の

E
Zに

・

1
1
;
 

習

午

後

111

7
2
i
E
 

.町JV
V対
飯
岡

幼

小

ゆ
高
援
金
お
書
者

as

の
保
直
省

三
回
二
人
V

V
A刃

9
ν
e
'
I
E
e
a

E
E
E
1
7
 

所
長
裕
外
線
明
氏
マ
曲
申
し

込
み

'E
Z央

公
民

.
《
曾
鎗
g
5
06
V

ヘ・

5
2・
i
z、
主

人

気

自

L
た
も
の
て

F
B
e
-
-
-

5
4
2
1
E
 

首
位

S
I
t
--a

堅
守
Z
で
あ
る
壁

u-

仏
に
防
げ
た
由
民
緬
の
調
“
，

s-花

し
て
民
闘

E
t
k警
と

4

6

 

3
、

Z
E高
官

型

ど
の
盆
島
民
の
生
巴
ゅ
の
鋼
、
企
も
い

t
a
--

一一一一一百円フランテンフ四_.5.~JS.l t."1 ¥}居。

，..， 、，)'J'~安 佐嶋d沼襲撃Uごヨ.<~きも、

OOl'&"l山町宮崎町恒ンタ叩叫
$嘆公良.，I!MI-ltll掴‘必壷所で繁実，
聞手fi(a脚 η 回周咽0"-

〈釜姐〉鍋10m文化復興センター

の
で
す
・
伝

-
R
R時
u
-
R
@と
ha
り
で

す
・u-

・
*
・
臼
年
ι姐
軍

7
略
語
伶

γ肉・・



(刷平成;;':1手6J! 1日

i
品
で
実
?
t

a
J
2
ツ
反
応
判
定
i

G
槽
樋
口
.

i

E

2

1

6

 

東

朱

雀

供

um告
処
“
目

7Mns臼《snv
司
湾
内
k

持必4UEZ4a“RM凶

1

5

2

・t

官
隼
剛
須
崎
直

直司例目《maHV
ハ
a，.，am

t

s

t

内

3

対・はツペル，MVY判事、

H

i

-

-

i

 

z
a
s
i
E
l
H
 

だゆ受凶りて.‘R-頃制維の，?

2

f

i

t

i
-

各町、年後2時433・司に貧語、

i

;

t

i

t

 

-了日市役所生命隙〕ヘ
・
8

1
・
を
E
E
-
-合

わ
e
atm雀需生現A，.
2
2
2

1
》
三
紬
緩
区
隠
順
次

-z・

【受

Z

E

E

-

よだ民市良

ii!!i!1!;i常設3

1jiiji11;!市

家" 657号

児
置
手
当
.
，
由
理

現
眉
は
今
月
中
に

i
a
q児

i

E
l
i
-
い
る
人

eMヲオ虚
構し
ん
-
a
t
ん
お

た
ふ
〈
'
e
e水ぽうそAうP

の予

EI艦から;各?‘t.z買闇蝿?1JiそEiの量他

の，命魁竃.かιbg.掴開伊，免

てい怨tい=4ム@司1M写専以肉にひ.

z【古"いaEん&νae電担鑑与‘守宇
tた

4A富
.R

冊

Lん鳳，
ι、ん白u伺た，ふ命

《
4
か
f
s
I
?
:
プ

鍋Ei口=1栴司?噌JiτZ:かt?
ら

t‘
 

週倒以k免令てい仰包抽い手⑥喪

ELtゐ:と8tuzi砂si
がz号愉司?
噌

Jτ
 

か
t
z
t
t
τ
t
い
屯
tい

，
A
軍
事
。
プ
:
2
渇
か

i
n
t
t
て
い
i

胃
い
釘
ン
噛
飴

!
i
f
 

めざし・・・車による・・会

q
Z
T
R
3
・

-x・aE舗・百主の人〈6

-nn以内に胃竃x--e.，，

たλ
と笹掴u-m，、》マ巾L

込
み
・
6
n
舗
E
E
Z

量
E
員
E
e
y
f

(曾@
IBB
B
BVヘ竃扇
で

i・告
と
も
午
前

Mゆさ・戸島市から通り
a
した

「創見盆不当《特例鈎付〕mam

a
L
に
必
Z
2記
入

t

i

i

t

f

"

 

【
一象太陽ma問
一了“
、
曾Mwa

--l》ヘ返aLて〈どさい
-

E
Z
い
習
t
n
u
"
の

1
;す・

us--m・a克で思位、A・・

5
!
?いる
j
i
 

--に働側先で底噴金昼寝"、a

p

--
z
L
i
e
 

、.仔
-
-
・
が
パ
ザ
'
l

情

"

幽固・の・・・・
ぅ
・高見

-
-
-
E
『*aH・R・
」MF、

i

i

i

?

 

!
で
闘
i
・1・'バザー

への幽晶・の・・&求めてい

9
臨時手
1
1
M
臨時
準
マ
料
A

・・ぉ

asωe
a
u孟百問、叩
a
以

上《必ず舗康李
傾向
，vと

i
i
 

z'U傾斜《
山申し込み時に巾

L
21
 

7
n
T
3
Z
2
丁
目

公
民

am

自
白
量
管
陶
大
側
首

E
n
E
m
-
-ハ

イ
ッ
?
削
例
集
合
祈

岡鑓日《
白5
命aM悌
鍵

dm

同明日《
・3
同aaaRMRa官訪

'l
 

嗣

m
n《

Ag鳥見小僧
7
枚

目
5
1
2
一
了

nω・氏宅子
宮
ガ
ン
.‘
.

H
与
一

圃

ua史.
.
 

血管

市ではZRMm繊
働
側
A去

f
M
I
-
-
に
よ

る

i

ン

s

i

t

z--

?
、

空
聞
は
f
i
t
-

5
2
8
i

i

 

!?の

i
i
!
?で

ら
れ
1・
Z
E
E
-

i

f

向
;

?

i
=
Z
L
?
5
日

定
揖
建
議
事

T
al
-
-
‘
?
?
S
 

1
6
i
・

E
l
i

-

-

-

n
H
3
2
品
3
品

目守備問問siWAT-タ，hvヲ

タ
型
耐
府
磁
を
・
貸与
市
内
a

g
a
-
-
s
 

!
れ
で

1
1

-mms-m心
身

-m----
-R
事

E

A
u
-
z
午
前
凶

;s時

i

t

・21多
H
的
広
場
で
包
里
天
崎
u

t
E
1
4
1
ズ置な

とで》
・玉入
れ
綱引
E
と
・

eu''
egた“市‘生園《い

ずれも
曾@
ill-》へ
・
血事

LZ泊巴命令受げてから本人-eτ

l
i
 

l

l

i

t

-

-
!
?
 

の人で"-uMa--sω-uF

7
川
【
a
a
R
・
闘
で
文
弘
う
V

旬

aukae窓側・市民“，

j
u
!与

の・ゆし刷る》です・， . 
a= 

a晴人
・・・
・
・
と
・
6
n

創日

te
午後
1
臨時事

t
3・喝

事マ剛-n・ω・以上@人と

E

E

-

-

y

f

 

ヘ写駒Vマ肉gEa人・岡信ど

E
Z
E
B
--
a
a
 

i

i

i

 

令~M"に燈蟻享-e誼
Laze'・

底入
・mm・-繍
厳
とき
・

6
n
凶
日
(本》年歯間同特6正

午マ
附
蟻宥・ω
・百以上の人と

t

i

f

f

 

-zす
・
当日は場趨JH冥《ゐど

り碍白》‘崎Jnxe壇
ULag

す

2

2剣
u
f
t
〈

ほ伺・u''t今、
.11i 

-
A
2
2
7
M
A
m
 

i
n
i
-

"
i
E
A
百
品
主

市内作仲uemoω-@姐人鍋

人1・加-R六千ム竹内伺日・保険

"-R怠

L
Z
司

j
f
a
n
 

i
l
-

A

?

g

A

i

 

nu休み
三
市内在住の小，

;
i
z六

舎
の
家
厳
〔
‘
舗
で
予
約
金
v
v

?

t

・22
T
z
-
E語

1
;
i
-

Z

E

E
-
向
型
車

簡のため伝聞・ez，
.

4
1
品
目
。哲

7

q目
、
章
l
M
品
目
Z

-R1崎gta嶋場
0
.
.
 ，0
・

f

i

a

t

-

z
t
s
n
i
皇

"でいほい耐刷、“息の人初

人マ内
W
国検語、-a司、a

吃訴m・、貧民M援の-wa

i

f

-

=

:

 

・・・・7・"'V山叩し込

t
P
1・

-R・
づ〈
り食
金活
---
-

e携と・・づ〈砂金掌脅し、

睡眠での・・づ，、hり訴勉の
O

T
u
fa
T

3
・

と

---en鎗
臼
8
来
年

S
M

7
8
k
m
司
自
草
干

崎54崎マ定嗣
・旭人初人

マ
喜
・
正
し
い
貧
富
威

7六百円
・
健闘
伺
二百五+二

阿川・

!
?i
 

am'nn日@錫酒金・目ケ

・1崎83崎Aeuamn同体

ゐv・
a市内住佳のゆ-F生以上

旬
駆
除
肉
編
・
・
膏
創
期
w

am・《A'‘えの肉体
4
1

.
細
'
"
"・
保険制椅
ニ百
五
t

同
-・・

園児
*
治
・竃
ぬ
V
M
E

i
-
-令

・
a・鴫嚇ts崎由宇【・川崎H

U休み沼市内復位。
0

・下・両

軍
事
担
園
調
蝿
と
e
Z
事
例

宮
守
月
?
悶
i
n
m
日

i

f

 

嶋監苓【SM岨

mau休み》
・
市

内復伎の小宅金の知的障有史

企その傑撞昌司⑨・とも.，

z
u
雪
量
制
E
百円

『成
人
a
明
敏
定
』

人病
予

E

l
z
e
-

-

S

E

i

-

令スト代千二判的、同理輿

R
-
哩

R
E
E
L

?

1

1

1

 

;
i
の
グ
ル
ー
プ
E

;
1
2
 

2
S
2
6
日
?

"
"
に
目
健
所
、

首
相
・
ハ
エ
錫
遁
へ

.
虫
剤
を
徹
布

官でMU'Z償援のため、

i
iによ
1

2

2

7

5

1

 

机網》敏術各四dgen胞で各

宮市週間錫e.，、》一同d'

つ喜
L
3
・

時舗凋U終日午前
9
値司tB午-R

4
萌
λ
@
君
"
竜
盈

!
i
i
 

で広い喝属【・皇、網幽・
1

・

R
場
前
磁
U
Z
で
サ
・

〈
わ
し
〈
U訓

1

・bkm
《2
・

1222】ヘ
・

市
で
情
、
『
成
人
鱒
S
E

t
s
-
E
す
・

内宵M，.爾a《
謝
分MV山陽
に
A

i
!
 

めの-m伶紙》曲Ra胃【層-a

i
i
 

2

2

5

1

6

 

V対象M暢人単人マ
9
乃島阿国

z
m興

5

3

2

込マ崎開園
終口
と
も
年後
1

碕ゆgS時半va申し
込み
・

5
で
市
保
T
Y
-
-

@
II11vへ
・

6
2
目
玉
巨
皇
陛

回
目
芸
春日公
量

『
献
血
書
現
ポ

---a幽

m

-xh'
l
-
-
-逗侮嵐金MP

7
月
I
H
s
a
n割
He--aze

-
-
z」
;
と

し

て

『

!

?

」

z
g
E
t
E
L
--

耳
目広
A
E
E
へ
の

Z
S
Z
2
2
I
 

S
S
UES創刊《お
・3・x

6自治目7RUMg富
価値
Z陶

事
軍
曹
ニ
風
見
・禽纏北

6
品
目
?
n
m
回
一
一名

Z

E
eE
05
 

6月創因。?月同国aeavめ

旭
・
5
・
i
z

樽

a
aeam
e&政

en““臼・7HMa自国字堕商

事
a
eawωm
e明治

e
n
n
n
v
n
計
四
m
m

E
-
E
-
E
Z
 

-
m
m
n
T
n
u
B
鷹
市

ama局側提情係

en，悶
-T
n
第
四
人
富

大

宮

年

郵

駆

使

伽

別

g
圃
》

V
S
S
剤費繍・
-m

内後住の人マ応.，
，aFス，

a
の
害
時

z
z

《零eue僚名
・智信号》e

・いて、SRnお固まで位同

星
空
品
里
町
E

建傍操内i
-a@
1
10
1
v

ヘ・

円
-

嫌

Z
i
s
-
-
に

語
、
民
弘
、
a
E
S

;
曹
の
罰
、
介
-

S
S
い
て
、
A
時
日
a

E書
で
阿
プ

1
2
・
隊

向

指

兇
働側
噂
凶
‘
説
中

L
A

i

t

E

S

 

U

楢温辺、
お
智
:川
N
H
B

i

n

i

--

u

 

で・asぜん
・

-S
ロ
の
衛
生
蚕
-
-ea町

-パ
ネ
ル
で
贋
示
-生
温
岡

《en4ndm同日》にghuん

で

j

M

E

E
-
-
E
E
f
a
 

s
t
-
-
=
z
z
 

i
i
f
i
l
i
-
-
i
 

bAg
・"・----m
三

寓峰血同
士
.
】
.
脇
士

・
v
m
・
・
柄
且
R
M
R師

名

E

i

s

-

-6
一@幽曙Mぬ乱管事由足してい

[
!
?
i
 

F
e
宣
す
る
こ
と
も
あ
り
a
z・

2

i

l

E

に

1

愉金ヘ週初L--e'・

2

4

1

3

u

 

ど
日
『
耳
』
品
不
し
て

大
被

422&K別して幽して《

ださい・ETω硯《
---v

金

aav槍旭

扇
k
，
北
伏
見
・
伏
見
鋼
-

:

i

i

l
 

-
-
?
i
 

I
!・

s
s
l
u
n
g
 

u--自

22せん
・

と
a
f
t-

と
-
e
e
na司目A日》sm

臼《土
G
K
T
嗣
8
嶋

wvh
牛
.

5
2
f
-
7
1
 

Z
一
2
:

Z
2

2

1

E
 

m----・・を町
正
-

5
i
に
i
e
L

・した鳩泌バン?レ，‘，『心怨

ご面
t
ぃ
?
2
6
ペ
ー
ジ

に

P
R
t
i

句

'
z
e
@
と
お
品
世
L
a
，
.

-事
良市舟-RAm祉
・
-u細

切

S

F
e
z
-
5
 


	川は泣いている！！
	市内河川の水生生物調査から
	登美ヶ丘南公民館開館
	市役所の第2第4土曜日閉庁7月8日から
	東登美ヶ丘一丁目地区の地区計画方針案縦覧
	水道週間　6月1日～7日
	歴史への旅　埋蔵文化財は語る
	市民のこえをきく　緑の維持管理へ　
	みんなの広場
	映画祭・芸術団市民に好評　奈良・西安友好都市提携15周年記念
	第43回市民体育大会
	環境週間ポスター優秀作
	菊池寛生誕百周年記念講演会　中央図書館開館記念に
	6・7月　市移動図書館巡回日程
	ツ反応検査　BCG接種
	蚊・ハエ撲滅へ殺虫剤を散布
	大型有害ゴミ収集

